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、

競輪 の補助金 を受 けて実 施 した もので あ るこの事業oo



序

デ ー タ ベ ー ス は 、 わ が 国 の情 報 化 の進 展 上 、 重 要 な役 割 を 果 た す も の と期 待 され て い る。

今 後 、 デ ー タベ ー ス の 普 及 に よ り、 わ が 国 にお い て 健 全 な 高 度 情 報 化 社 会 の 形 成 が 期 待 され

る。 さ らに 海 外 に 対 して 提 供 可 能 な デ ー タベ ー ス の 整 備 は 、 国 際 的 な 情 報 化 へ の 貢 献 お よ び

自 由 な 情 報 流 通 の確 保 の 観 点 か ら も 必 要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 して い る

デ ー タ ベ ー ス の 中 で わ が 国独 自の も の は1/3に す ぎ ない の が 現 状 で あ り、 わ が 国デ ー タベ

ー スサ ー ビス ひ い て は バ ラ ン ス あ る情 報 産 業 の 健 全 な 発展 を 図 る た め に は
、 わ が 国 独 自 の デ

ー タベ ー ス の構 築 お よ び デ ー タベ ー ス 関 連 技 術 の研 究 開発 を 強 力 に 促 進 し
、 デ ー タベ ー ス の

拡 充 を 図 る必 要 が あ る 。

この よ うな 要 請 に応 え る た め 、(財)デ ー タ ベ ー ス 振興 セ ン タ ー で は 日本 自転 車 振 興 会 か

ら機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を受 け て 、 デ ー タベ ー ス の構 築 お よ び 技 術 開 発 に つ い て 民 間 企 業 、

団 体 等 に対 して 委 託 事 業 を 実 施 して い る。 委 託 事 業 の 内容 は 、 社 会 的 、 経 済 的 、 国 際 的 に 重

要 で 、 ま た地 域 お よ び 産 業 の 発 展 の促 進 に 寄 与 す る と考 え られ て い るデ ー タ ベ ー ス の 構 築 と

デ ー タベ ー ス 作 成 の 効 率 化 、 流 通 の 促 進 、利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に 関 係 した ソ フ トウ ェ

ア 技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア 技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 た っ て 、 当 財 団 に 学 識 経 験 者 の 方 々 で 構 成 さ れ る デ ー タベ ー ス 構 築 ・技

術 開発 促 進 委 員 会(委 員 長 東 海 大 学 教 授 上 條 史 彦 氏)を 設 置 して い る。

この 「全 国 ベ ン チ ャ ー 支 援 機 関 のネ ッ トワー ク化 に よる 起 業 化 支 援 デ ー タベ ー ス の プ ロ ト

タイ プ構 築 」 は 平成8年 度 の デ ー タベ ー ス の構 築 促 進 お よ び 技 術 開発 促 進 事業 と して 、 当財

団 が(株)日 本 イ ンテ リジ ェ ン ト トラ ス トに対 して 委 託 実 施 した 課 題 の 一 つ で あ る。 こ の成

果 が 、 デ ー タ ベ ー ス に 興 味 を お 持 ち の 方 々や 諸 分 野 の 皆 様 方 の お 役 に 立 て ば 幸 い で あ る。

な お 、 平 成8年 度 デ ー タベ ー ス の 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 で 実 施 した 課 題 は 次 表

の とお りで あ る。

平成9年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー



平成8年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題

分 野 課 題 名 委 託 先

1報 道写真を中心 とした商用デジタル写真デー ㈱毎日新聞社
タベー ス構 築

2WWWに よる医薬情報全文検索データベース 日本電子計算㈱

社 会 の構 築 と利 用者Q&Aデ ー タベ ース システ ム

の構築
3生 活博物 史デ ー タベ ースの構築 ㈱NHK情 報 ネ ッ トワー ク

4信 濃毎 日新聞記事 デー タベースの構築 信濃毎日新聞㈱

5患 者投薬時 に交付する服薬等指導文書のデー ㈱YS企 画

タベ ース構 築

中小企業振興
地域活性化

6自 治体議事録のSGMLデ ータベース化 と情

報検索 ブラウザ機能開発

㈱会議録研究所

7全 国ベ ンチ ャー支援機 関 のネ ッ トワー ク化 に ㈱ 日本 イ ンテ リジェ ン ト ト

よる起業化支援 デー タベ ースの プロ トタイプ ラ ス ト

構築

8イ ンター ネ ッ トを用 いた イベ ン ト情 報 サ ー ビ (社)日 本 イベ ン ト産業振

ス 興協会

9デ ー タベ ー ス ク リア リ ングサ ー バ の プ ロ トタ セントラル開発㈱

イブの作成 情報図書館RUKIT

10中 堅 ・中小企 業向 け顧客 デ ー タベ ー ス利 用 ソ ㈱ 日経 リサ ーチ

フ トの プロ トタイプ作 成
技 術

11写 真 デ ー タベ ースへ の感性か らの接 近 に関 す ㈱中日新聞社

る調査研究

12イ ン ターネ ッ ト上 の情 報 オ ブジェ ク トを利 用 ㈱ 新 世代 システ ムセ ン ター

した高信頼 アプ リケー シ ョン開発技術 に関す

る調査研究
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1.事 業 の 目的 と概 要

1.1事 業 の 目 的

我が国経済を取 り巻 く環境は、一昨年の急激な円高進行やアジア各国の急成長、米

国製造業の 「復活」などを背景に、ダイナ ミックな国際的競争の時代に突入 している。

このよ うな状況の下、我が国の産業は既存産業の成熟化 と新規産業展開の遅れ、製造

業の海外展開の加速 と産業の空洞化の懸念、本格的な リス トラクチャリングの進展に

伴 う雇用不安な ど、大きな曲が り角にある。

このような現在の閉塞状況を克服 し、我が国の産業の更なる発展 を実現してい くた

めには、今後高い成長が期待 され る先端技術分野や地場資源 を活用 した産業分野な ど

において新規事業の創出を促 し、海外競争力の高い高付加価値製品を核 に新たな需要

を創造す る独創的製品の開発お よび新たな需要を喚起す るニュー ビジネスの創出を図

る必要がある。

当事業提案は、わが国における新規事業の成功を促進することを 目的 とし、起業家

層の拡大お よび起業化 を情報面から支援す るデータベースの構築を 目指す ものである。

当分野は、今後 ともニーズが相 当拡大する分野 と思われ る。また当デー タベースは現

在各地で展開 されつつある新規事業支援施策の一助 ともなろ う。

1.2事 業 の 概 要

1.2.1デ ー タ ベ ー ス 事 業 構 築 の 展 開 構 想

当社 で は 当 デ ー タベ ー ス の構 築 に 向 け て 、 次 図 の ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て 事 業 に 取 り組

ん で い る。

昨 年 度 に は 第1ス テ ップ と して 、 現 在 各 地 域 にお い て 取 り組 ま れ て い る起 業 化 支 援

施 策 の 動 向 調 査 と と も に 、 企 業 家 サ イ ドの ニ ー ズ 調 査 を 実 施 して 新 規 事 業 創 出 支 援 の

た め の デ ー タベ ー ス構 築 の 必 要 性 を認 識 し、 ま た 事 例 検 証 や 情 報 化 の 流 れ な どの 検 討

を 通 じて イ ン タ ー ネ ッ トビ ジネ ス とデ ー タベ ー ス 事 業 を 結 び つ け た 事 業 形 態 に つ い て

の検 討 を行 っ た。

本 年 度 は 第2ス テ ップ と して 、 実 証 的 に プ ロ トタイ プ を構 築 、 イ ン タ ー ネ ッ トを通

じて 一 部 で は あ る が サ ー ビス の 提 供 を開 始 し た。 同時 に利 用 感 想 等 を求 め、 今 後 の 課

題 や 方 向 性 に つ い て 再 検 討 を加 え た。 ま た新 た な課 題 と して 、 全 国 の ベ ンチ ャー 支 援

1



財 団 な ど を対 象 に した ネ ッ トワー ク の構 築 提 案 を行 い 、 各 機 関 との 情 報 の 共 有 化 の 促

進 を 図 る と共 に 、 わ が 社 で事 業 化 を進 め るデ ー タベ ー ス の 普 及 促 進 を 目指 す こ と と し

た。
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i新 規 事 業 創 出 の 必 要 性 と関 連 デ ー タベ ー ス の=

iニ ー ズ 検 討:
卓

.全 国関連 支援機 関 と
の協調体制 の検討
・事業内容及び活動状況

の把握
・情報提供可能性調査
・ネ ットワー ク化の可能

性調査

II.デ ー タお よ び 情 報 の

収 集

i事 業化 の検討
・事 業形態 の検討
・事業採算性の検討
・事業成立可能性の検討

皿.事 業 シ ス テ ム の 検 討
・DBMSの 開発 動 向 の 検 討
・イ ン タ ー ネ ッ ト事 業 の 検 討

V.プ ロ トタ イ プ の 構 築 と一 部

運 用 に よ る事 業化 の 再 検 討

検証 と再構築
…

'

事業化

全国関連機 関への提案活動
♂

図1-1構 築 に 向 け て の ス テ ッ プ ア ッ プ フ ロL-一一

1.2.2本 年 度 事 業 の 概 要

将 来 的 に は専 用 線 接 続 に よ る分 散 型 デ ー タ ベ ー ス の構 築 を図 りた い と考 え て い るが 、

今 回 はそ の 将 来 性 を考 慮 しつ つ 、 一 つ のNTマ シ ン 上 にWebサ ー バ ー とデ ー タベ ー

ス サ ー バ ー を 立 ち上 げ 、 そ の連 携 に よ るデ ー タベ ー ス シ ス テ ム を構 築 し た後 、 シ ス テ

ム 一 式 をプ ロバ イ ダー の 社 内 に 設 置 して も ら こ とで イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 に よ る情 報 発

信 を行 うこ と と し た。

な お 、 昨 年 度 調 査 で も明 らか に な っ た よ うに、 当 提 案 課 題 と類 似 した 企 業 技 術 情 報

な ど のデ ー タベ ー ス化 の 事 例 は 数 多 い 。 しか し実 際 の と こ ろ 、 そ の 実績 ・評 価 等 に つ

い て は疑 問 の 声 も 聞 か れ た。 し た が っ て 公 的 機 関 で は特 に 情 報 化 とい うだ け で 実 際 何

一2一



が で き るの か とい う懸 念 が 先 行 し、 具 体 的 な 取 り組 み 提 案 に つ い て は 意 欲 的 で な い 反

応 が 見 られ る。 しか し昨 今 の 急 速 な ネ ッ トワー ク化社 会 の 流 れ の 中 に お い て 、 時 代 が

求 め る ニー ズ も変 わ りつ つ あ る と思 わ れ る。 そ こで本 年 度 の 課 題 実 現 に よ る具 体 的 な

デ ー タベ ー ス の 姿 を提 示 す る こ と に よ り、 当 デ ー タベ ー ス構 築 の 意 義 に つ い て 、 公 的

関 連 機 関 の認 知 を 高 め て い き た い と考 え て い る。

1.3新 規 事 業 創 出 の 必 要 性 と当デ ー タ ベ ー ス の 果 た す 役 割

1.3. .1新 規 事 業 創 出 が 求 め られ る背 景

我 が国経済を取 り巻 く環境 は、大きな転換点を迎えている。

産業構造 自体 もよ りグローバル化 ・ボー ダー レス化が進み、企業 にとっては新事業

の展開が非常に難 しくなってきている。 しか し消費者の嗜好がよ り多様性 を増すに至

って、新製品の開発は リスクが大きく、動きの遅い大企業では対応 できない。 より専

門性に優れた研究開発型企業 を育てることが、これか らの国内産業の発展に とって非

常に重要な視点 となろ う。 また我が国産業の国際競争力 を高めるためには今後高い成

長が期待 され る先端技術分野や地場資源を活用 した産業分野において新規事業の創出

を促 し、海外競争力の高い高付加価値製品を核に新たな需要を創造す る独創的製品の

開発お よび新たな需要を喚起す るニュー ビジネスの創出を図る必要がある。

ア メ リカ 合 衆 国 にお い て 中 小 企 業 は新 製 品 の開 発 や 新 規 雇 用 の 創 出 に よ っ て 大 き く

経 済 に 貢 献 して い る と言 わ れ て い る。 経 済 環 境 の変 化 に 適 応 し新 た な事 業 領 域 を開 拓

し、雇 用 面 で も 労働 者 の"セ ー フテ ィ ・ネ ッ ト"と して の役 割 を果 た して い る。 起 業

家 達 の 活 発 な 活 動 水 準 を新 規 法 人 化 件 数 の推 移 に よ っ て捉 え る と 、1970年 代 末 に約50

万件 を 超 え 、1980年 代 に入 り83年 か ら急 増 し、86年 の ピー ク時 に は70万 件 に 達 して い

る。 そ の 後 や や 減 少 傾 向 に あ る もの の 景 気 後 退 期 にあ た る90、91年 に お い て も年 間63

～65万 件 の 水 準 を維 持 して い る。

一 方 我 が 国 の 新 規 開 業 率 は
、 事 業 所 統 計 に よ る と昭 和41年 以 降56年 ま で の15年 間 は

6%を 超 え て い た が 、 昭 和56年 ～61年 間 で は4.7%、 昭 和61年 ～ 平 成3年 間 で は4.0%と 、

近年 低 下傾 向 に あ る。 この 間 、 廃 業 率 は3%前 後 で推 移 して い る た め、 事 業 所 数 の 純 増

加 率 は2～4%か ら1%を 割 り込 む ま で に な っ て い る。 特 に 、 製 造 業 や 小 売 業 にお い て は

近 年 、 開 業 率 が 廃 業 率 を 下 回 り、 事 業 所 数 は 純 減 して い る。 一 方 、 サ ー ビス 業 で は 開

業 率 は 低 下 して い る もの の 、 廃 業 率 の 上 昇 は緩 や かな た め 、 事 業 所 純 増 加 率 は1%台 を

維 持 して い る。 た だ し、 事 業 所 統 計 は 企 業 の本 所 ・本 社 ・本 店 の ほ か 、 支 所 ・支 社 ・支

3一



店 を含 ん で い る た め 、 新 規 の 企 業 開設 とい う意 味 で の 開 業 率 は 更 に低 め に見 な けれ ば

な らな い。 しか も、 新 設 企 業 の 一 部 は既 存 企 業 の新 規 事 業 部 門 や サ ー ビス 部 門 を分 社

化 し た もの で あ る た め 、"起 業 家 に よ る独 立 開 業"は ず っ と少 な くな る。

1.3.2ベ ンチ ャ ー 支 援 機 関 の 設 立 と支 援 施策 の充実

企業に密着 した支援を行 ってい くには、やは り各地域における支援機関の充実が不

可欠であろ う。地方自治体においては、通産省 をはじめ中央省庁の意向を受 け、各地

で新規事業支援施策が講 じられつつある。

地 方 自治 体 に よ る新 規 事 業 支 援 施 策 の 最 近 の 動 向 と して 、 公 的 ベ ン チ ャー キ ャ ピタ

ル(VC)の 設 立 、 投 資 が 挙 げ られ る。 今 ま で の 地 方 公 共 団 体 に よ る資 金 面 の 支 援 措

置 で は、補 助金 、 融 資 が 一般 的 で あ り、公 的 資 金 の運 用 に リス ク負 担 をか け る こ とは

な か った。 今 回 の公 的VC設 立 の 動 き は 、 規 制 緩 和 や 地 方 分 権 とい っ た 社 会 環 境 の変

化 の 中 で 、 地 域 産 業 振 興 の た め に は地 域 の リー デ ィ ン グ企 業 を ス ター トア ップ 段 階 か

ら積 極 的 に 支 援 して い こ うとす る 前 向 き な 取 り組 み と して そ の成 果 が期 待 され る と こ

ろ で あ る。 この 公 的VCは 、 大 阪 府 のFORECSに 始 ま り幾 つ か 各 自治 体 独 自の ス

キー ム に よ る機 関設 立 事 例 は み られ る もの の 、 今 後 続 々 と設 立 され る 予 定 の 多 くは 、

通 商 産業 省 が 中 小 企 業 事 業 団 の 無 利 子 融 資 を利 用 して 都 道 府 県 の ベ ンチ ャー 企 業 支 援

の た め に 自治 体 の財 団 設 立 を支 援 す る制 度 を活 用 した も の で あ る。

債 務 ベ ンチ ャー ・
保 証 キ ャ ピタ ル

無利子融資

直接投資

図1-2ベ ン チ ャ ー 企 業 融 資 制 度 と再 保 険 制 度 の 仕 組 み
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こ の よ うな 新 しい 機 関 の 設 立 に加 え、 従 来 か らあ る 中 小 企 業 金 融 支 援 措 置 等 も含 め 、

わ が 国 にお け るベ ンチ ャー 支 援 施 策 も資 金 面 で は充 実 しつ つ あ る とい え よ う。

以 下 に 、 通 産 省 「新 規 事 業 支 援 施 策 利 用 ハ ン ドブ ック 」 よ り、 そ の 施 策 事 例 につ い

て整 理 した結 果 を示 す 。

対象地域(都 道 府県)別 ・企業化段 階別 ・支 援措 置別 数表1-1

出遊野分新
他

0

出
1

1

債
1

4

1

6

融
6

2

1

1

2

3

4

1

1

1

2

6

1

1

1

1

2

1

4

3

1

3

2

3

1

1

2

1

2

5

4

2

3

2

1

3

2

3

85

補
1

1

2

1

1

1

7

化業事

他
1

1

1

1

1

5

出
り6

1

3

債
1

1

1

1」

-

5

融
6

3

1

2

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

2

4

1

2

3

1

1

1

1

1

2

1

2

4

4

2

3

61

補
1

2

1

5

3

1

1

1

1

2

18

発開術技

他
7

2

1

2

1

1

2

1

2

4

、

23

出
2

1

3

債
4

り●

1

1

9臼

1

1

T1

1

1

1

寸1

17

究研

融
5

4
4

2

2
2

2
1

1

1

2

1

1

1

1
2

4

1
3
1

1

3

2
2

2

1
2

1

1

2

1

2

1
1

1
1

65

補
4

12

1

2

12

4

3

3

2

4

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

6

3

2

1

1

2

6

2

1

3

3

2

5

1

2

1

2

……

業開規新
他

1

1

1

3

出

1

1

債

1

1

融

2

2

1

1

1

2

1

2

1

3

1

1

1

2

1

1

1

2

2

1

1

1

1

3

1

2

2

1

2

1

44

補
4ふ

1

1

1

1

1」

-

10

域地象対

国

道
県

県
県

県

県
県

県

県
県

県
県

都

県
県

県

県
県
県

県

県
県
県

県

県
府

府
県

県

県
県

県

県
県

県

県
県

県

県

県
県

県
県

県
県

県
県

熟　

舗
設

竃

藁

㌔‥

曇‥

曇

翼

鏡

鯵口

鐵
顯
諸鰍垣

籍 計合

(注)市 レベ ル の施 策 は 所 属 す る都 道 府 県 の 施 策 と して カ ウ ン ト

(資 料)通 産省 「新 規 事 業 支 援 施 策 利 用 ハ ン ドブ ック」
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新 規 事業 支 援 の方 法 につ い て は 、 補 助 と融 資 が 件 数 的 に 多 く 、8割 強 を 占 め て い る。

実 施 主体 別 で は 、 地 方 公 共 団 体 が284件 で 、 そ の 他 に財 団 法 人 や 公 社 あ るい は テ ク ノ

ポ リス財 団 ・頭 脳 立 地 法 の 中 心 団 体 に よ る もの が 続 い て い る。

その他

債務保 テクノホ'り

頭 脳 立

財団 ・公茸
団体

図1-3新 規事業 支援措 置別 分類 図1-4実 施 主 体 別 分 類

この 支援 方 法 を新 規 事 業 措 置 別 に分 け融 資 だ け に 限 っ て み る と、 融 資 限 度 額 は3千

万 円超 か ら5千 万 円 ま で が 最 も多 く、 全 体 の 約3割 を 占 め て い る。 以 下 下 図 の 様 に な

っ て い る。

5千 万円
～1 円

図1-5 融資金額別分類

全 国 の 支 援 内容 をパ タ ー ン別 に 分類 し てみ る と、 以 下 の よ うに 大 別 され た。

パ ター ン1(新 規 創 業 支 援 型)

・パ ター ン2の 発 展 型 一業 種 で の 経 歴 等 の 要 件 を緩 和

・平 成6年 ～7年 の 創 設 が 多 い

・融 資4件(1千 万 円 ～8千 万 円) 、 イ ン キ ュ ベ ー タ8件 等

6一
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パ ター ン2(独 立 開 業 一の れ ん 分 け 型)

・雇 用 され て い る企 業 で の 雇 用歴 に条 件(5年 以 上 等)

・独 立 して 同一 業 種 ま た は密 接 に 関 連 す る事 業 に 限 定

・融 資31件(5百 万 円 ～2千 万 円) 、 債 務 保 証2件

パ ター ン3(独 立 開 業 一 業 種 指 定 支 援 型)

・業 種 の 指 定(先 端 産 業 、 ハ イ テ ク産 業 、 医薬 品 な ど)が あ る

・融 資28件(2千 万 円 ～6億 円)

パ ター ン4(知 的 所 有 権 事 業 か 支 援 型)

・特 許 権 な どの知 的 所 有 権 を 事 業 化 す る場 合 の 支 援

・融 資8件(2千 万 円 ～6億 円)

パ ター ン5(テ ク ノポ リス 地 域 等 に お け る技 術 高 度 化 支 援 型)

34件

35件

9件

52件

・テクノポ リス地域や頭脳 立地指定地域の企業の研究開発 を支援

パ ター ン6(既 存企 業 の技 術 高度化 支援型)130件

・地域 内の既 存企 業 の研 究開発 を支援

パ ターン7(異 業種 交流 グルー プや 団体 の技術高度化支援型)

・異 業 種 交 流 グル ー プや 団 体 の研 究 開 発 を支 援

パ タ ー ン8(近 代 、 設 備 高 度 化 、 構 造 調 整 、事 業 転 換 支 援 型)

63件

96件

・設 備 の 近 代 化 や 新 分 野 へ の進 出 な ど を 支 援

パ タ ー ン9(そ の 他)

・企 業 誘 致 優 遇 融 資 制 度 な ど

8件

近代化

異業種交流
グループ等支

その他

{

ノポ リス・

立地地域の

技術高度化

独

一のれん分型

図1-6支 援 パ タ ー ン別 大 分 類 図1-7新 規 開 業 支 援 内 訳

7一



1.3.3情 報 面 の 支 援 施 策 の 考 え 方 と 当 デ ー タ ベ ー ス の 位 置 づ け

今 後 求 め られ る支 援 施 策 の重 点 は 、 情 報 面 で あ る と考 え る。

最 近 の新 しい 企 業 は よ りニ ッチ な 分 野 に進 出 を始 め て お り、 産 業 の 融 合 化 、 業際 化

な ど を含 め 、 リア ル タ イ ム で の情 報 を求 め て い る。 特 に 高 付 加 価 値 型 製 品 の 開 発 や 先

端 技 術 の 分 野 に お い て は 、 産 学 官 の情 報 交 流 や 異 分 野 企 業 間 の 情 報 交 換 が欠 か せ な い

もの とな っ て い る。 ま たベ ンチ ャ ー 企 業 へ の 資 金 的 支 援 の 必 要 性 か ら、 直 接 金 融 シ ス

テ ム の発 展 に 向 け て ベ ンチ ャー キ ャ ピ タル を は じめ とす る 資 金 提 供 者 とベ ン チ ャー 起

業 家 との接 点 の 場 も求 め られ る。

こ の よ うな ニ ー ズ が あ る と思 わ れ る一 方 、 昨 今 のパ ソ コ ン 通 信 の利 用 者 は数 百 万 人

に達 して い る とい われ 、 ア メ リカ に 比 べ 遅 れ て い る とい われ る企 業 に お け る情 報機 器

の 導 入 もWindowsの 普 及 に よ り爆 発 的 に増 加 して い る。 ま た我 が 国 に お け るデ

ー タベ ー ス 市 場 は 急 成 長 を 遂 げ て お り
、 イ ン ター ネ ッ トを は じめ 新 た な 情 報 通 信 網 の

整 備 も進 ん でい る。 こ の よ うな 情 報 通 信 手 段 を用 い たデ ー タベ ー ス サ ー ビス の 提 供 な

らび に情 報 提 供 活 動 は 、 新 規 事 業 創 出 を支 援 す るた め の 有 効 な 手 段 とな り得 よ う。

下 表 は 、 ベ ンチ ャー 企 業 の 成 長 段 階 に お け る課 題 を整 理 した もの で あ る が 、 それ ぞ

れ に対 応 した 情 報 をデ ー タベ ー ス 化 し提 供 す る こ とが 、 最 も利 用 拡 大 に つ な が り、 か

つ 新 規 事 業 創 出 とい う当 目的 に そ く した もの と考 え られ る。

表1-2 企業の成長段階別課題

成長段階 経営課題 支 援 ニー ズ

創業以前 事業アイデアの具体化 起 業 に 関 す る基 礎 情 報 ・ア ドバ

イ ス

創 業 期 製 品 ・サ ー ビス の認 知
ユ ー ザ ー ・会 員 の獲 得

立ち上が り資金の調達

各種の経営 ノウハ ウの習得

成 長 期 利益の拡大

販路の拡大

市場情報など各種の情報ニーズ

拡 大 期 製 品 ・サ ー ビス の 品 質 向 上 新 製 品 ・サ ー ビ ス の 開 発 に係 る

資 金 ニ ー ズ
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2.プnト タ イ プ シ ス テ ム の 構 築

2.1ソ フ トウ エ ア 開 発 動 向 の 把 握

ネ ッ トワー ク シ ス テ ム や デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の 技 術 進 歩 に は め ざ ま しい もの が あ

り、 情 報 シ ス テ ム を構 築 しよ うとす る場 合 に は 、今 後 と もハ ー ド ・ソ フ トの 開 発 動 向

な どを含 め 常 に 市 場 の 動 向を 把 握 してお く必 要 が あ ろ う。 当デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の

構 築 に あ た っ て も 、 この よ うな 市 場 動 向 を踏 ま え、 将 来 性 を考 慮 し、 汎 用 性 と拡 張 性

に 富 ん だ シ ス テ ム の 導 入 を図 る 必 要 性 が あ る。

そ こで 、 当 シ ス テ ム が 目指 す イ ン ター ネ ッ ト上 で の 情 報 提 供 形 態 を 可 能 に し、 よ り

簡 易 的 な 開 発 環 境 を提 供 して くれ る で あ ろ うツー ル に つ い て 、 文 献 等 を 参 考 に調 べ る

こ と と した。

2.1.1Windows対 応WWW-DB連 携 ビ ジ ュ ア ル 開 発 ツ ー ル

昨 年 度 調 査 で も、 デ ー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(DBMS)とWWWを 連 携 させ る新 ジ ャ ンル

の 製 品 群 が 登 場 しつ つ あ る こ と を把 握 し た。 しか し当 時 は(と い っ て も1年 前 で あ る

が)、 ま だ そ れ ぞ れ 独 自の イ ン タ ー フ ェー ス を採 用 して い た た め 、 技 術 面 で 相 当 の ノ

ウハ ウを 有 す る方 の 使 用 に 限 られ た で あ ろ う し、価 格 も100万 円 を 超 え る も の で あ っ

た。

そ の後 こ の1年 間 で 、Windowsを 開 発 環 境 とす るWWW-DB連 携 ア プ リケー シ ョン を ビ ジ

ュ ア ル 環 境 で 作 成 で き る ツ ー ル も多 数 登 場 して き た。 これ は 従 来 か らあ る開 発 ツ ー ル

が 競 っ てWWW対 応 を 進 め て い る ほ か 、 新 ジ ャ ンル と して 登 場 したJava 、ActiveX等 の 技

術 に よ り、 そ れ を 活 用 し た ツ ー ル の 開 発 が 進 み つ つ あ る か らで あ る。 価 格 面 で も非 常

に 入 手 しや す くな っ て い る。

これ らの 製 品 群 に つ い て は 、 「日経 オ ー プ ン シ ステ ム(no .45)」 で 以 下 の3種 類 の ア

ー キ テ クチ ャに 分 類 され 紹 介 され て い る
。

① ブ ラ ウザ 側 ア プ リケ ー シ ョン 開発 環 境

開 発 ツ ー ル で 作 成 し た ア プ リケ ー シ ョン をサ ー バ か らWWWブ ラ ウザ に読 み 込 み 、

この ア プ リケ ー シ ョ ンが デ ー タ ベ ー ス ア ク セ ス をPlug-inやJavaア プ レ ッ トの機

能 形 態 に よ り実行 す る も の で あ る。
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(a)Plug-in

ランタイム

Plug-in

DBア クセス用 ド ライバ

(ODBCド ライバ"な ど)

HTTP

で ダ ウ

ンロード

実 行 形 式

ファイル

(b)Javaア フ.レ ッ ト

DBア クセス用

ミト"ルウェア

(JDBCdir等)

実 行 形 式

ファイル

図2-1ブ ラ ウ ザ 側 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ア ー キ テ ク チ ャ

(出 典)日 経 オ ー プ ン シ ス テ ム(no.45)

② サ ー バ 側 ア プ リケ ー シ ョ ン 開 発 環 境

サ ー バ 側 で プ ロ グ ラ ム を 稼 働 さ せ 、DB検 索 結 果 をHTMLに 変 換 し て ブ ラ ウ ザ に 送

信 す る 。 し た が っ て ブ ラ ウ ザ 側 に は 特 別 な 機 能 は 要 求 され な い 。WWWサ ー バ と 外

部 プ ロ グ ラ ム と の イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、CGI(CommonGatewayInterface)、NSAPI

(NetscapeServerApplicationInterface)、ISAPf(lnternetServerApplication

Interface)な ど で あ る。

WWWブ ラウザ

HTMLを 表 示

WWW

サ ー バ

アフ.リケーション

サーバ

AP

(AP実 行 、 セッション管 理(=
)■ ●

HTTP

6樹

CGI

NSAPI

ISAPI

等

DBサーバ

＼ ノ

●

図2-2サ ー バ 側 ア プ リケ ー シ ョ ン 開 発 環 境

(出 典)日 経 オ ー プ ン シ ス テ ム(no.45)

③ ブ ラ ウザ/サ ー バ ア プ リケ ー シ ョ ン開 発 環 境

ブ ラ ウザ とサ ー バ 双 方 に ア プ リケ ー シ ョン ロ ジ ッ ク を 置 き 、 双 方 が 協 力 し て機

能 す る。 上 記 二 つ の メ リ ッ トを兼 ね 備 え 、 最 も機 能 的 に は 優 れ て い る が 、 反 面 双

方 の稼 働 環 境 を限 定 す る こ と も確 か で あ る。
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WWWフ"ラ ウサ"

AP

Javaな ど) HTTP

WWW

サ ー バ

CGI

NSAPI

ISAPI

等

アブ◆リケーション

サーバ

AP

(AP実 行 、 セ・)"'理)

DBサ ーバ

図2-3ブ ラ ウザ/サ ー バ ア プ リケ ー シ ョン 開 発 環 境

(出 典)日 経 オー プ ン シ ステ ム(no.45)

そ れ ぞ れ の 製 品 群 は 以 下 の 通 り で あ る 。

な お 、 プ ロ トタ イ プ 構築 に あ た っ て 最 も 利 用 度 が 高 い と 思 わ れ る の は 、 ブ ラ ウ ザ 側

の 機 能 を 限 定 し な い サ ー バ 側 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 用 意 す る こ と で あ ろ う。 イ ン タ ー フ

ェ ー ス と し て は 、CGI以 外 に 独 自 の 連 携 用API(ApplicationProgrammingInterface)

がWWWサ ー バ やDBサ ー バ の ベ ン ダ ー か ら 用 意 さ れ つ つ あ る 。 米NetscapeCo㎜unications

社 のNSAPI(NetscapeServerApplicationInterface)と 米Microsoft社 のISAPI(lnternet

ServerApplicationInterface)な ど で あ る。
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表2-1 Windowsを 開 発 環 境 と し て 利 用 で き る主 なWWW-DB連 携 アフ.リケーション開 発 ツーノレ

製品名 APPGALLERYVer2 OraclePowerObjects dbWeb

開発元 日立製作所 米Oracle 米Microsoft

稼 働OS WindowsNT/95 WindowsNT/95,MacOS WindowsNT

接 続 対 象

のDBMS

Oracle,Sybase

MicrosoftSQLServer

ODBC対 応DBMS

Oracle

ODBC対 応DBMS

MicrosoftSQLServer

MicrosoftAccess

MicrosoftVisualFoxPro

Oracle,ODBC対 応DBMS

開発言語 Basic類 似 スクリプ ト OracleBasic 独 自ビジ ュアルプ ログ ラミング

価 格 6万 円 7万9千 円 ～ 無償配布中

備 考 Plug-inと は 別」に 、

DB接 続 用 ド ライバ が

必 要

Plug-inと は 別 に 、DB

接 続 用 ド ライバ が 必 要

サ ポー トな し

製品名 VisualWave IntraBuil(ler

開発元

㎡
米ParcPlace-Digitalk 米BorlandInternationa1

稼働OS WindgwsNT/95

各 種UNIX

WindowsNT/95

接 続対 象

のDBM$

Oracle,Sybase dBASE/Paradox形 式DB

MicrosoftSQLServer

InterBase,Oracle,Sybase

ODBC対 応DBMS

開発言語 Smaltalk JavaScript

価 格 120万 円 24万8千 円

備 考 サーバ"一ライセンス}ま

150万 円

JavaScript}こ よ り サーバ"一

側 、 ブ ラウザ 側 双.方 に アブ.

リケーション・ロジ ックを 載 せ る

こ と が 可 能

(参 考)日 経 オ ー プ ン シ ス テ ム(no.'45)

一12一



2.1.21SAPIとdbWeb

WWW-DB連 携 シ ス テ ム は 、 上 記 の よ うに 多 く の ベ ン ダ ー か ら 提 供 され て い る が 、 最

も 戦 略 的 にWWWア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 環 境 を 整 備 し つ つ あ る の は 、 米Microsoft社 で な

か ろ うか 。

今 回 プ ロ トタ イ プ 構 築 に 採 用 し た 同 社 のIIS(lnternetInformationServer)も 、IS

APIを 通 じ てDBサ ー バ に ア ク セ ス す る も の で あ る 。 こ の 製 品 の 詳 細 な 機 能 に つ い て は 、

「第4章Web検 索 シ ス テ ム の 構 築 」 で 述 べ る 。 ま た 同 社 で は 、WWW経 由 でDBサ ー バ

に ア ク セ ス す る た め の オ プ シ ョ ン と し て 、 も う一 つ 「dbWeb」 と い う製 品 を 用 意 し て

い る 。

dbWebはIDCフ ァ イ ル やHTXフ ァ イ ル を 用 意 し な く て も よ く 、dbWeb側 で 使 用 す るDBサ

ー バ 名 な ど を あ ら か じ め 登 録 し て お く と
、WWWブ ラ ウ ザ 側 にDBサ ー バ(ODBCで 接 続)上

の の テ ー ブ ル 定 義 に あ わ せ た 検 索 条 件 の 入 力 画 面 を 自 動 的 に 表 示 し て く れ る も の で あ

る 。
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2.2プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 構 築

本 年 度 は 早 急 に プ ロ トタイ プ を構 築 し、 実証 確 認 を行 う こ とが 最 重 要 課 題 で あ る考

え 、 投 資 コ ス トを極 力 抑 え た簡 易 的 な シ ス テ ム を構 築 す る こ と と した 。 た だ し、 将 来

の拡 張 性 、 発 展 性 に つ い て は十 分 考 慮 して 、ハ ー ドウ ェ ア ・プ ラ ッ トホ ー ム お よ び ソ

フ トウェ ア 選 定 に あ た っ た。

2.2.1ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成

安 全 性 、 運 用 性 等 の 面 か らみ る と、WWWサ ー バ とデ ー タ ベ ー ス サ ー バ と して 二 台

の サ ー バ を 立 ち 上 げ る こ とが 望 ま しい が 、 当 プ ロ トタ イ プ の 構 築 で は簡 易 的 に1台 の

PCサ ー バ で 兼 用 す る こ と と した 。 こ の サ ー バ に は 、 デ ー タ ベ ー ス 管 理 用 のPCを 接

続 し、 計2台 のPCで 構 成 され る シ ス テ ム を構 築 した。

当デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタイ プ 構 築 に採 用 した ハ ー ド ウェ ア の構 成 は 、 以 下 の 通 り

で あ る。

1.サ ー バ:

2.ク ラ イ ア ン ト:

3.ネ ッ ト ワL-一ーク:

4.UPS:

Machine:DECPRIORISLX5150

Memory:81MB

HDD:4.OGB×2台(SCSI2)

Machine:富 士 通FMV5DSE51

Memory:16MB

HDD:0.8GB

Ethernet:10B-T

SmartUPS100J

2.2.2ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成

WWWサ ー バ 用 のOSと して は 、 今 の と こ ろ ま だUNIXが 趨 勢 を 占 め て い る よ う

で あ るが 、 操 作性 や 各 種 設 定 の 簡 易 さ、 さ らに ハ ー ドウ ェ ア ・プ ラ ッ トホ ー ム の価 格

面 か らみ る と、NTを 採 用 す る方 が 当該 事 業 に お い て は メ リ ッ トが 多 い と考 え た。 た

だ し処 理 速 度 の 面 で はUNIXの 方 が優 れ て い る と思 わ れ 、今 後 の 展 開 に よ っ て は 検

討 課 題 とな ろ う。

当 デ ー タベ ー ス の プ ロ トタ イ プ 構 築 に採 用 した ソ フ トウ ェ ア の構 成 は 、 以 下 の 通 り

で あ る。
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1.サ ー バ: OS:

HTTPサ ーバ":

RDBMS:

開 発 ツヨレ:

そ の 他:

2.ク ラ イ ア ン ト:OS:

Webフ"ラ ウサ":

WindowsNT3.5.1

1nternetInformationServer

Access95

MS-VisualBasic

MS-Office95

FrontPage97

Windows95

1nternetExplorer

NetscapeNavigator

InternetInformationServer(IIS)とAccessを 採 用 し た 理 由 は 、WWWサ ー バ とRDBMS

の 連 携 を は か る う え で 、WindowsNT上 に お け る プ ロ ト タ イ プ と な り う る か ら で あ る 。

IISに は 「lnternetDatabaseConnector(IDC)」 と い う機 能 が 標 準 で 組 み 込 ま れ て お

り 、ODBCを 通 し て デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス す る機 能 を 提 供 し て くれ る 。

従 来 、 デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス に はCGIに よ る プ ロ グ ラ ム を 必 要 と し て い た が 、

こ の 機 能 に よ り 非 常 に 簡 易 的 に 連 携 を は か る こ と が 可 能 と な っ た 。 し か しCGIと 比 較

す る と 細 か な 制 御 は で き な い た め 、CGIと の 組 み 合 わ せ に よ り シ ス テ ム を 構 築 す る こ

と と し た 。 な お 、CGIを 利 用 し た 連 携 の 仕 組 み は 下 図 の 通 り で あ り 、 こ の 場 合 ゲ ー ト

ウ ェ イ ソ フ トは 使 用 せ ず 、 簡 易 的 にCGIに 検 索 ・表 示 機 能 を 持 た せ た 連 携 を は か る こ

と と し た 。

竃
Webブ ラ ウ ザ

図2-1プ ロ トタイ プ 用CGI機 能 の概 要
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2.3イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 の 概 要

イ ン タ ー ネ ッ トで 情 報 公 開 す る た め に は 、 プ ロバ イ ダ と当WWWサ ー バ 間 を 基 本 的 に

は専 用 線IP(lnternetProtoco1)接 続 す る 必 要 が あ る。 こ の場 合 、 ① ル ー タ な ど専 用

線IP接 続 に必 要 な機 器 費 用 、 ② プ ロバ イ ダ に 支 払 う接 続 料 金 、 ③NTTな どキ ャ リア

に支 払 う専 用 線 の料 金 、 な どが 必 要 とな る。 現 在 の とこ ろ これ らの接 続 料 金 は 高 額 で

あ り、 デ ー タベ ー ス サ ー ビス 事 業 が 軌 道 に 乗 る ま で の 間 は 、 プ ロバ イ ダ の レン タ ル サ

ー バ サ ー ビス を 活 用 す る方 が 効 率 的 で あ る と判 断 した
。 将 来 的 に は 、NTTが96年12

月 よ り順 次 サ ー ビス を 開 始 して い るOpenConputerNetwork(OCN)等 が利 用 可 能 とな れ

ば 、 よ り低 廉 な 費 用 で接 続 可能 と な る こ と か ら、 デ ー タベ ー ス の メ ンテ ナ ン ス 面 か ら

は 将 来 専用 線 接 続 に移 行 す べ き と 考 え て い る。

2.4プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 構 築 の 費 用

当 プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 構 築 に 掛 か っ た費 用 は 、 約500万 円 程 度 で あ る。 しか し

今 後 デ ー タ の 投 入 や 内 容 の 充 実 等 を 考 慮 す る と、 実 際 の 運 用 に 至 る ま で に は 、 ま だ そ

う と うの 労 力 が 必 要 とな る こ と も 事 実 で あ る。

ハ ー ド ・ソ フ ト購 入 費 用 一 式

イ ンタ ー ネ ッ ト接 続 費 用(2ケ 月 間)一 式

シ ス テ ム構 築 費 用 一 式

¥1,250,000-

¥200,000-

(人 件 費 換 算)

合 計 約500万 円

ま た 、 当プ ロ トタイ プ シ ス テ ム で は 、 ハ ー ドへ の投 資 は必 要 最 小 限 に 抑 え て い る が 、

運 用 結 果 か ら判 断 す る と、 処理 能 力 で は 相 当不 満 が残 っ た。 デ ー タ ベ ー ス ソ フ トの

SQLServerへ の 移 行 も考 慮 す る と、 設 備 投 資 面 で の 大 幅 な 増 加 も避 け られ な い と思 わ

れ る。

た だ し、 全 国 ベ ン チ ャー 支援 機 関 との 連 携 構 築 を意 図 した 場 合 、 各 機 関 の 導 入 シ ス

テ ムへ の 提 案 は 当 プ ロ トタ イ プ ベ ー ス で 運 用 が 可 能 と思 わ れ る こ と か ら、 費 用 面 で は

十 分 訴 求性 の 高 い 価 格 で抑 え る こ とが 出 来 た と考 え て い る。
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3.デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 築

3.1デ ー タ ベ ー ス の 内 容 検 討

3.1.1当 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に 要 求 さ れ る 機 能

デ ー タベ ー ス の 内 容 を検 討 す る に あ た って は 、 当該 シ ス テ ム の 構 築 に 要 求 され る機

能 や 特 徴 と して 、 以 下 の こ と を前 提 に検 討 をお こ な っ た。

① 当 シ ス テ ム利 用 の 対 象 者 お よび利 用 方 法 ・目的 な ど

・全 国 の ベ ンチ ャ ー 支 援 関 連 機 関 に よ る、 業 務 効 率 化 、 普 及 啓 蒙 活 動 を 目的 と し

た 利 用 方 法 を主 体 に お き 、 当デ ー タベ ー ス の 主 な ク ラ イ ア ン トと位 置 づ け る。

・ベ ン チ ャー 企 業 な ど新 規 事 業 展 開 を図 る企 業 の 情 報 収 集 源 、 な らび に マ ッチ ン

グ機 能 の役 割 を果 た す デ ー タベ ー ス とす る。 先行 す るデ ー タ ベ ー ス との 差 別 化 に

つ い て は 、 当社 の ノ ウハ ウ を活 か した ス ク リー ニ ン グ評 価 な ど の情 報 を加 え 、 情

報 の 質 を 高 め る こ と で 棲 み 分 け を図 る。 ま た 最 終 情 報 へ の 到 達 性 を 高 め 、 特 に 地

方 企 業 や 個 人 の機 会 費 用 軽 減 に 役 立 つ情 報 を提 供 す る こ と に よ っ て 、利 用 数 を 高

め る。

・起 業 家 を 目指 す 個 人 の 情 報 収 集 源 とな り得 るよ うに
、 ま た 学 生 等 個 人 の 起 業 家

意 識 の 高 揚 の た め に 、 無償 か つ 多 彩 なデ ー タ メ ニ ュー を 用 意 す る。 特 に イ ンセ ン

テ ィブ の 高 い 人 材(エ ン ジ ェル 、 メ ン タ ー)情 報 は 付 加 価 値 が 高 い と考 え て い る。

② 当 シス テ ム の 目指 す 機 能

・マ ニ ュ ア ル を 必 要 と しな い 操 作 性 に 優 れ た メニ ュ ー 画 面 の 提 供

・イ ンセ ン テ ィ ブ の 高 い 人 材 情 報 の提 供

・双 方 向 通 信 の メ リ ッ トを い か した情 報 交 換 手段 の 提 供

・情 報 収 集 活 動 に お け る地 域 間 格 差 の 是 正

・最 終 情 報 へ の 到 達性 を 高 め 、 地 方 企 業 ・個 人 の機 会 費 用 を 軽 減 す る

3.1.2情 報 内 容 の 検 討

本 年 度 の プ ロ トタ イ プ構 築 で は 、以 下 の 内 容 に 沿 っ て デ ー タ ベ ー ス の 構 築 を進 め た。

最 終 的 に は 、 イ ン ター ネ ッ ト接 続 に よ る実 証 実験 に よ り収 集 す る 一 般 利 用 者 の 意 見 を

踏 ま え な が ら、 よ り望 ま しい 内 容 に して き た い と考 え て い る。

・ベ ン チ ャー 支 援 機 関 情 報(案 件 発 掘 を 目指 して)

・ベ ン チ ャー 支 援 施 策 情 報
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・セ ミナ ー 等 の 開 催 情 報(啓 蒙 活 動 の普 及 を 目指 して)

・人 材 情 報

・ベ ンチ ャー 企 業 情 報(支 援 機 関認 定 先)

・ベ ン チ ャー 企 業 の プ ロ ジ ェ ク ト紹 介

・相 談 ・質 問 コー ナ ー

な お 今 後 の運 用 に あ た っ て は 、 最 近 の 話 題 や ニ ュー ス を適 時 取 り上 げ 、 情 報 の新 鮮

さ を維 持 す る こ と が重 要 と考 え る。 ま た 、 今 回 取 り上 げ な か った 以 下 の 情 報 内 容 に つ

い て もデ ー タベ ー ス化 し、 情 報 提 供 に加 え て い き た い と考 え て い る。

、・起 業 化 を 取 り巻 くサ ポ ー ト企 業 の情 報

・大 学 等 の研 究 機 関 との 連 携 情 報

・シー ズ 、 ニ ー ズ 、 ア イ デ ア 募 集 機 能

・バ ー チ ャル 会 議 室機 能

・支 援 認 定 ま での 事例 と申請 書 フ ォー マ ッ ト集

・サ クセ ス物 語 の 連 載

しか し これ らの 情 報 や 機 能 を揃 え る た め に は 、 関 連 機 関 との ネ ッ トワー ク化 が 不 可

欠 で あ る。 こ の よ うな 動 き と して は 、 北 海 道 産 業 ク ラ ス ター 創 造 研 究 会 が 先 行 して 検

討 を 始 めて い る 。 内容 は バ ー チ ャル も の に 留 ま らず 、 多 様 な検 討 が な され て い るが 、

メ イ ンは イ ン タ ー ネ ッ ト上 の起 業 化 支 援 仮 想 都 市 の 構 築 で あ る。 概 念 と して は以 下 の

よ うに ま と め られ るが 、 当社 で は そ の 起 業 化 支 援 仮 想 都 市 の全 国 版 を 目指 し て い る と

い え よ う。

起業家

(アイデア麿 ㈱

ピ'＼
.

会計事務所等

(管理機能)

外部人材 ・大企業

(マーケティング・ 提供
生産委託等

・rw

/ 大学 ・工業試験場等

起 業化 支援

仮想 都 市 '
㌧

支援制度

検索機能

専 業 ア ドバ イ ザー

(各主体間のコーディネーション

(技術開発支援等)

図3-1起 業 家 仮 想 都 市 の 役 割

(北 海 道 産 業 ク ラ ス ター 創 造 研 究 会 よ り)
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3.2デ ー タ ベ ー ス の 作 成

今 回 の プ ロ トタ イ プ 構 築 に あ た っ て は 、 デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト と し て 米Microsoft社 の

Access95を 採 用 し て い る 。 選 定 の 理 由 は 「2.2.2ソ フ ト ウ ェ ア の 構 成 」 で 述 べ た 通 り

で あ る 。 し た が っ て 以 下 の 記 述 は 、 こ の ソ フ トウ ェ ア の 仕 様 に 沿 っ て 述 べ ら れ て い る

こ と に 注 意 さ れ た い 。

3.2.1デ ィ レ ク ト リ の 作 成

デ ーー一・タ ベ ー ス とWWWと の 連 携 を 図 る た め に 、 ま ず 以 下 の デ ィ レ ク ト リ を 作 成 し 、

デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル を 保 存 す る 。 な お 、 ル ー トデ ィ レ ク ト リC:¥は 起 動 ハ ー ドデ ィ

ス ク で 、C:¥inetsrvはIIS(lnternetInformationServer)を イ ン ス トー ル す る 際 に

作 成 され た デ ィ レ ク ト リ で あ る 。

C=¥inetsrv¥vbdb

HTMLフ ァ イ ル 、GIFフ ァ イ ル な ど 、 ク ラ イ ア ン トの 読 み 取 り フ ァ イ ル を 入 れ る

C=¥inetsrv¥vbdb¥scripts

MDBフ ァ イ ル 、IDCフ ァ イ ル 、HTXフ ァ イ ル な ど 、 実 行 フ ァ イ ル を 入 れ る

今 回 作 成 し た デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル の 名 前 は 「vbdb.mdb」 で あ る。

図3-2デ ィ レ ク ト リの 作 成
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3.2.2テ ー.ブ ル の 作 成 と リ レ ー シ ョ ン の 確 立も
今 回 作 成 し た テ ー ブ ル 以 下 の 通 りで あ る 。 な おIISのIDC(lnternetDatabaseConne

ctor)か らAccess95の フ ァ イ ル に ア ク セ ス さ せ る た め に 、 テ ー ブ ル 名 や フ ィ ー ル ド名 に

は 全 角 文 字 や 半 角 カ ナ を 使 用 す る こ と が で き な か っ た 。

図3-3 テ ー ブ ル の 作 成
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図3-5 支 援 施 策 情 報 用 「saimuhosyoＬ rsyusshi」 の テ ー ブ ル ビ ュ ー

図3-6 相 談 ・質 問 コ ー ナ ー 用 「QA」 「QAForQ」 「QAStatus」 の テ ー ブ ル ビ ュ ー

以 上 に示 し た以 外 に も、4つ の テ ー ブル を作 成 した。 ま た 、 相 談 ・質 問 コー ナ ー 用

な どで は、 選 択 ク エ リー を 作 成 し、 テ ー ブ ル 間 の リレー シ ョン を 確 立 した。
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図3-7 テ ー ブル 間 の リ レー シ ョ ンの 確 立

.

SELECTDISTINCTROWQA.MesID,QA.Name,QA.Email,QA.Age,QA.Job,QA.Sex,QA.ForqID,

QA.MesTitle,QA.Mes,QA.StatusID,QA.Co㎜ent,QAForQ.Forq,QAStatus.Status

FROMQAStatusINNERJOIN(QAForQINNERJOINQAONQAForQ.ForqlD=QA.ForqlD)ON

QAStatus.StatuslDニQA.StatuslD;

図3-8 ク エ リー のSQLビ ュ ー

、
[
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3.2.3デ ー タ の 投 入

上 記 のテ ー ブル を 作 成 した の ち 、 デ ー タ の投 入 を順 次 お こな っ た 。

な お 、 当 デ ー タ ベ ー ス の 検 索 な らび に 検 索 結 果 はす べ て ブ ラ ウザ 上 で表 示 され る こ

と とな る が 、 こ こで は 構 築 課 程 で 作成 し たAccessの フ ォ ー ム 画 面 に て 、 投 入 した デ ー

タ の 参 考 例 を示 す 。

図3-9支 援 施 策DBの 内 容 例(Accessフ ォ ー ム)

図'3-10支 援 機 関DBの 内 容 例(Accessフ ォ ー ム)
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4.Web検 索 シ ステ ム の 構 築

4.1NTサ ー バ とllSを 利 用 した シ ス テ ム の 概 要

4.1.1NTサ ー バ の 活 用

これ ま で イ ン ター ネ ッ ト、 イ ン トラネ ッ トの 中心 とな るWWWサ ー バ やRDBMは 、UNIX

上 で 構 築 す る こ と が 一 般 的 で あ っ た 。 しか しUNIXで 運 用 を 図 る た め に は 、CGIプ ロ グ

ラ ミ ン グ が 不 可 欠 な こ とか らUNIXの み な らず 、 イ ン ター ネ ッ ト、RDBMS、 プ ロ グ ラ ミ

ン グ言 語 な どそ れ ぞ れ に習 熟 した 高 度 な 知 識 が 必 須 とな り、 そ の よ うな人 材 を 持 た な

い 中小 企 業 は な か な か 導 入 す る こ と が 困 難 で あ った 。 さ ら にUNIX導 入 に 必 要 な 莫 大 な

費 用 の 壁 も大 き か っ た。 しか し情 報 化 の 進 展 で 、 イ ン タ ー ネ ッ トや イ ン トラネ ッ トの

活 用 は企 業 の 成 長 性 に 大 き な影 響 を及 ぼ す に 至 り、 企 業 格 差 拡 大 の原 因 と もな り う る。

そ の よ うな 中 、 マ イ ク ロ ソ フ ト社 か らlnternetlnformationServer(IIS)が 製 品 化 さ

れ た こ とに よ り、WindowsNT環 境 で の 構 築 が よ り容 易 と な っ た 。 も ち ろ ん 今 ま で に も

Windows環 境 で の シ ス テ ム構 築 の ソ フ トは 発 表 され て い た が 、 ブ リ・一一ーシ ェ ア な ど で は

問 題 が 生 じた 場 合 の 対 処 に 苦 労 す る こ とが 多 か っ た 。 中小 企 業 で も既 にWindows環 境

で ネ ッ トワ ー ク を構 築 して い る所 は 多 い 。 そ の 場 合 に はWindows環 境 で構 築 が 計 られ

れ ば これ ま で の 資 産 活 用 が 可 能 で あ る し、 新 た に 導 入 す る と して も費 用 面 お よび 技 術

的 に も メ リ ッ トが 多 い 。

今 回 、 当社 で 起 業 化 支 援 デ ー タベ ー ス の プ ロ トタイ プ構 築 構 想 を推 進 で き た の も 、

こ の環 境 が 整 っ た か らで あ り、UNIXベ ー ス で は 取 り組 む こ とす ら不 可 能 で あ っ た と思

わ れ る。 ま た 、今 後 連 携 を図 っ て い き た い 全 国 の ベ ンチ ャー 支 援 財 団 等 へ の提 案 に 際

し て も、費 用 面 や 技 術 面 で受 け入 れ て い た だ け る可 能 性 が大 い に 高 ま っ た と思 わ れ る。

4.1.211Sの イ ン タ ー ネ ッ トデ ー タ ベ ー ス コ ネ ク タ 機 能

IISとOpenDataBaseConnectivity(ODBC)を 使 う こ と に よ り 、 ① デ ・一一・一タ ベ ー ス に 蓄

積 され て い る 情 報 を 利 用 す るWebペ ー ジ を 作 成 し た り 、 ②Webペ ー ジ 上 で の ユ ー ザ ー か

ら の 入 力 に 応 じ て 、 デ ー タ ベ ー ス に 対 し て 情 報 の 挿 入 、 更 新 、 追 加 な ど を 行 う こ と が

で き た り、 ③ ほ か のSQLコ マ ン ド を 実 行 す る こ と も 可 能 と な っ た 。

IISに は 一 つ の コ ン ポ ー ネ ン ト と し て 、 標 準 で イ ン タ ー ネ ッ トデ ー タ ベ ー ス コ ネ ク

タ(IDC)機 能 が 用 意 さ れ て い る 。 こ れ がHttpodbc.dllで あ り 、ODBCを 使 用 し て デ ー タ

ベ ー ス か ら デ ー タ を 取 得 す るISAPIDLLで あ る 。ISAPIと は 、MicrosoftInternetServer

ApPlicationProgrammingInterfaceの 略 で 、IIS上 でCGI(Co㎜onGatewayInterface)
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同 様 に ア クテ ィ ブ なWebペ ー ジ の 提 供 を 可能 に す るイ ン タ ー フ ェ イ ス で あ る。 つ ま り

通 常 で あれ ば 、 対 話 型 の ア プ リケ ー シ ョンや ス ク リプ トを 作 成 す る た め に 、CやPerl

な ど の32ビ ッ トプ ロ グ ラ ミン グ言 語 を使 いCGIで 構 築 す るべ き と こ ろ を 、NTとIISの 組

み 合 わ せ で は、 よ り簡 易 的 なISAPIが 利 用 可 能 とな る。

・…Sサ ーバ[1

デ ー タ ベ ー ス

図4-1 IISに よ っ て 実 行 され る デ ー タ ベ ーー一・ス の 概 念 図

ISAPIを 使 用 す る ア プ リケ ー シ ョン は 、 ダ イ ナ ミ ッ ク ラ イ ブ ラ リ(DLL)と して コ ン パ

イ ル され 、WWWサ ー ビス に よ っ て ス ター トア ッ プ 時 に ロー ドされ る。 そ してISAPIプ ロ

グ ラ ム は メ モ リ内 に 常 駐 す る た め 、CGIで 作 成 され た ア プ リケ ー シ ョン よ りパ フ ォ ー

マ ン ス に 優 れ る とい う利 点 が あ る。 ま た、 個 々 の 要 求 に よ っ て プ ロセ ス が別 々 に 起 動

す る こ とが な い た め 、 必 要 な オ ー バ ー ヘ ッ ドも少 な くな る。

InternetInformationServer

WWWGopherFTP

サーヒ"ス サーヒ"ス サーヒ"ス

Httpodbcdll

－
SQLServer

ド ライバ

SQL

Server

Access

ド ライバ

ー" 一夕へ"一 ス

テ"一 タへ"一 ス

図4-2 IISとRDBMSと の 連 携
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4.2 llSとAccess95の 連 携 機 能

今 回 、 プ ロ トタイ プ の 構 築 に あ た っ て は、 デ ー タ ベ ー ス に はAccess95を 使 用 した 。

これ は バ ジチ 処 理 が 発 生 しな い こ と 、 同 時 ア クセ ス 数 を さほ ど想 定 して い な い た め で

あ り、 か つ 相 当安 価 に構 築 が 可 能 で あ るた め で あ る。 ま た 、 将 来 的 に シ ス テ ム の 規 模

や ユ ー ザ ー 数 が増 加 し た場 合 、SQLServerへ の移 行 も容 易 で あ る。

4.2.1デ 一 夕 ベ 一一ス ク エ リ ー の 仕 組 み

IISでAccessの デ ー タ ベ ー ス と 連 携 し たWebペ ー ジ を 作 成 す る に は 、HTMLフ ァ イ ル の

ほ か 、 基 本 的 に はIDCフ ァ イ ル とHTXフ ァ イ ル を 用 意 す る 必 要 が あ る 。

IDCフ ァ イ ル は 、 デ ・一・一ータ ベ ー ス に 対 す る ク エ リー(問 い 合 わ せ)の 内 容 を 指 定 す る

テ キ ス トフ ァ イ ル で あ る 。

HTXフ ァ イ ル は 、IDCで 出 力 さ れ た 結 果 をHTML形 式 に 変 換 す る た め の テ ン プ レー ト と

な る テ キ ス トフ ァ イ ル で あ る 。IDCか ら 出 力 され た 各 フ ィ ー ル ド は 、 〈%フィールド 名%〉 の

記 述 と 差 し 替 え られ 、HTMLを 使 いWebペ ー ジ と し て 表 示 され る 。

IIS上 に お け る イ ン タ ー ネ ッ トデ ー タ ベ ー ス コ ネ ク タ の 使 用 の 課 程 は 、 以 下 の よ う

に な っ て い る 。

クライアン トのW6bブ ラ ウザ
http://aaaa.idc

、

'

1(HTTP)
'

、

6(HTML文 書)

InternetServer

、

'

2(ISAPI)
'

、
65

HTXフ ァイル

httpodbc.dll

3
'

4(SQLの 要 求)
'

、

5(SQLの 処 理

結 果 デ ー タ)IDCフ ァイル

、

ODBC

Accessド ラ イ バ

、

'

'

、

デ ー タ ベ ー ス

図4-3 デ ー タベ ー ス ク エ リー の 仕 組 み
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1:InternetInformationServerか らURLを 受 信 す る 。

2:InternetInf・rmati・nServerはhttp・dbc.dl1を ロ ー ド し 、URL内 の 残 り の 情 報

をhttpodbc.d11に 提 供 す る 。

3:httpodc.dllは イ ン タ ー ネ ッ トデ ー タ ベ ー ス コ ネ ク タ フ ァ イ ル の 内 容 を 読 み と る 。

4:httpodbc.dllはODBCデL-一 ・タ ソ ー ス に 接 続 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト デ ー タ ベ ー ス コ ネ

ク タ フ ァ イ ル 内 のSQLス テ ー ト メ ン ト を 実 行 す る 。

5:httpodbc.d11は デ ー タ ベ 一一・一ス か ら デ ー タ を 取 り だ し 、 そ れ をHTMLエ ク ス テ ン シ

ョ ン フ ァ イ ル に 取 り 込 む 。

6:httpodbc.dllは 取 り 込 み 処 理 さ れ た ド キ ュ メ ン ト をlnternetInformationServer

に 返 信 し 、InternetInformationServerは そ れ を ク ラ イ ア ン ト に 返 す 。

4.2.20DBC・Accessド ラ イ バ の 組 み 込 み

IDCか ら デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス で き る よ う に す る た め に は 、ODBCド ラ イ バ を 組 み

込 ま な け れ ば な ら な い 。 こ の ド ラ イ バ を 組 み 込 む た め に は 、MicrosoftOfficeセ ッ ト

ア ン プ を 起 動 し 、 コ ン ポ ー ネ ン トを 追 加 す る 作 業 を行 う。 追 加 す る コ ン ポ ー ネ ン トは 、

「MicrosoftAccessド ラ イ バ 」 で 、 「コ ン バ ー タ 、 フ ィ ル タ 、 デ ー タ ア ク セ ス 機

能 」 一 「デ ー タ ア ク セ ス 機 能 」 の 順 に オ プ シ ョ ン の 変 更 を 選 択 し て い く こ と に よ り 見

つ け ら れ る 。 そ の 後 、ODBCMicrosoftAccess7.0セ ッ トア ッ プ を 実 行 し 、 デ ー タ ソ

ー ス 名
、 デ ー タ ベ ー ス 、 な ら び に シ ス テ ム デ ー タ ベ ー ス を 指 定 す る こ と に よ り、IDC

か デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス が 可 能 と な る 。

・lfier〃softe.ff三cL'ノ?)rJlnutd`川's,95Seinp..

図4-40DBCMicroloftAccess7.0セ ッ ト ア ッ プ
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4.2.311S+SQLServerへ の 移 行

IDCを 利 用 した 「IIS+Access」 で のイ ン トラネ ッ ト構 築 は 、 低 価 格 で か つ 簡 単 で あ

る が 、 バ ッチ 処 理 や そ の 能 力 に よ る同 時 ア ク セ ス の規 模 の 問 題 な ど が 、 将 来 的 に 生 じ

る 可 能 性 が あ る。 そ の 時 に は 、SQLServerに 移 行 す る こ と で 、 多 く の 問題 点 が 解 決 可

能 と な ろ う。 も ち ろ ん 現 時 点 で は 技 術 的 にCGIに 比 べ 劣 る部 分 も あ る が 、 今 後 の 改 良

次 第 で はそ の解 決 の 道 もあ り得 る と思 わ れ る。

SQLServerに 移 行 す る こ とに よ る メ リ ッ トは 、 現 時 点 で は 以 下 の よ うな 点 で あ る。

1.IDCは 、WWWブ ラ ウザ か ら問 い 合 わ せ が あ るた び にデー タベー ス に ア ク セ ス に

い くた め 、 バ ッチ 処 理 が で き な い 。 集 計 処 理 や 統 計 処 理 が 必 要 な と き に は 、 そ

の プ ログ ラム を 作成 す る 必 要 が あ る。 そ の 点SQLServerで は 、 バ ッチ 処 理 の 設

定 が容 易 で あ る。

2.SQLServerで は トリガ機 能 を使 い 、イベ ン トが 発 止 した 場 合 に は 自動 的 に 適

切 な ス トア ドプ ロ シ ー ジ ャ を走 らせ る こ とが で き る。

3.SQLServerで は 同 時 ア クセ ス や 複 雑 な テ ー ブル へ の 対 処 が最 適 化 され る。
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4.3シ ス テ ム 設 定

以 下 の 設 定 は す べ てWindowsNTのAdministrator権 限 の も と で 行 う。

4.3.1ク ラ イ ア ン トの ア ク セ ス 権 限 の 設 定

ク ラ イ ア ン ト(Webブ ラ ウザ 側)か らア クセ ス で き る よ うに す る た め 、 ア ク セ ス 権

限 を設 定 しな け れ ば な らな い 。

① フ ァイ ル の 共 有

フ ァイ ル マ ネ ー ジ ャー で 今 回 作 成 した デ ー タベ ー ス な らび に プ ロ グ ラ ム フ ァイ

ル な ど を格 納 した デ ィ レク ト リの 共 有 設 定 を行 う。

②WWWサ ー ビ ス プ ロ パ テ ィ の 設 定

Microsoftイ ン タ ー ネ ッ トサ ー バ ー の サ ー ビ ス マ ネ ー ジ ャ ー を 起 動 し、WWWサ ー

ビ ス プ ロ パ テ ィ の 設 定 を 行 う。 サ ー ビ ス の 設 定 で は 、 今 回 構 築 し た デ ー タ ベ ー ス

の 内 容 か ら判 断 し 匿 名 を 許 可 し た 。 デ ィ レ ク ト リ の 設 定 で は 、 ユ ー ザ ー 用 に エ イ

リ ア ス(仮 想 デ ィ レ ク ト リ)を 設 定 した 後 、HTMLフ ァ イ ル を 入 れ た デ ィ レ ク ト リ

の ア ク セ ス 権 限 を 「読 み 取 り」 専 用 に 、IDCやHTX、MDBフ ァ イ ル を 入 れ たscripts

デ ィ レ ク ト リ は 「実 行 」 専 用 に 設 定 す る 。・

図4-5WWWサ ー ビ ス プ ロ パ テ ィ の 設 定
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デ1'1つ1」kτ1丁01㌔ラ1・

図4-6ク ライ ア ン トア ク セ ス権 限 の 設 定

③ デ ー タ ベ ー ス へ の 同 時 ア ク セ ス の 許 可

同 時 に 複 数 の ク ラ イ ア ン トか ら の デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス を 許 可 す る た め に 、

「Microsoftオ フ ィ ス(共 通)一 ワ ー ク グ ル ・・一ーープ ア ド ミ ニ ス ト レー タ 」 で 当 デ ー タ

ベ ー ス に ア ク セ ス で き る ワ ー ク グ ル ー プ を 新 規 に 作 成 す る 。

名 前 と 所 属 は 、Microsoftオ フ ィ ス を イ ン ス トー ル し た 際 の 既 定 値 と な る。 ワ

ー ク グ ル ー プIDは 、IISの 匿 名 ロ グ オ ン の ユ ー ザ ー 名 と な る 「IUSR_サ ー バ 名 」 を

既 定 値 の ま ま 使 用 し た 。 新 規 に 作 成 し た ワ ー ク グ ル ー プ フ ァ イ ル は 、scriptsデ

ィ レ ク ト リ に 保 存 す る 。 ま た 、 当 ワ ー ク グ ル ー プ 情 報 フ ァ イ ル へ の 参 加 を 実 行 す

る。
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④ 匿 名 ユ ー ザ ー のAccessユ ー ザ ー ア カ ウ ン トの 作 成

作 成 し た デ ・・一一・タ ベ ー ス を 保 護 す る た め に 、Accessの セ キ ュ リテ ィ を 設 定 す る 。

新 規 に 作 成 す る ア カ ウ ン トは 、 管 理 者 用 と デ ー タ ベ ー ス の 更 新 を 許 可 す る ユ ー ザ

ー 、 な ら び に 匿 名 ユ ー ザL-・一で あ る 。 な お 、IDCか ら の ア ク セ ス を 許 可 す る た め に

は 、 デ ー タ ベ ー ス の 所 有 者 は 「管 理 者 」 で な け れ ば な ら な い 。 デ ー タ ベ ー ス の 更

新 を 許 可 す る ユ ー ザ ー を 管 理 者 以 外 に 作 成 す る 必 要 が あ る の は 、 管 理 者 でAccess

に ロ グ オ ン し 、 デ ー タ ベ ー ス を 開 い て い る とIDCか ら ア ク セ ス で き な く な る た め

で あ る 。 今 回 匿 名 ユ ー ザ ー 用 に は 、 名 前 お よ び パ ー ソ ナ ルIDと し てIISの 既 定 値

と な る 「IUSR _サ ー バ 名 」 を 使 用 し ア カ ウ ン トを 作 成 し た 。

4.3.2シ ス テ ム デ ー タ ソ ー ス の 設 定

IDCか らデ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス で き る よ う に す る た め に は 、ODBCで シ ス テ ム デ ー

タ ソ ー ス を 設 定 し な け れ ば な らな い 。 シ ス テ ム デ ー タ ソ ー ス は 、IISな どWindowsNTの

サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム か らODBCを ア ク セ ス す る た め の 設 定 で あ る 。

ま ず コ ン トロ ー ル パ ネ ル か らODBCを 起 動 し た の ち 、 「シ ス テ ム デ ー タ ソ ー ス 名 」 一

「追 加 」 に よ り 「ODBCMicrosoftAccess7.0セ ッ トア ッ プ 」 を 実 行 し 、 デ ー タ ベ ー

ス と 同 時 ア ク セ ス の ワ ー ク グル ー プ を 設 定 し た シ ス テ ム デ ー タ ベ ー ス を 指 定 す る 。 な

お シ ス テ ム デ ・一・一一タ ベ ー ス の 拡 張 子 は 、Access2.0の 「*.mda」 か ら95で は 「*.mdw」 に

変 わ っ て い る た め 、WindowsNT3.5で は フ ァ イ ル の 種 類 を 指 定 す る 必 要 が あ る 。

図4-70DBCMicroloftAccess7.0セ ッ ト ア ッ プ
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5.WWW－ DB連 携 システムの構築結果

5.1ホ ー ム ペ ー ジ の 作 成

当社 の ホ ー ム ペ ー ジ を 作 成 し 、 ト ッ プ メ ニ ュ ー か ら起 業 化 支 援 デ ー タ ベ ー ス の ア ド

レ ス へ の リ ン ク を 構 築 し た 。

な お 当社 の ホ ー ム ペ ー ジ の ア ド レ ス はhttp=〃www.lancept.co.jp/jit1で あ り、 起 業

化 支 援 デ ー タ ベ ー ス の ア ド レ ス は 、http:〃www.lancept.co.jp/jitlvbdb1起 業化DB.htm

1で あ る 。

以 下 に 、 そ れ ぞ れ の ペ ー ジ を ブ ラ ウ ズ し た 結 果 を 示 す 。

フフイ川D編 集(E>表 示(V)

工'

THEJ2G正NTO.LTD.

ようこそ[日 本インテリジェントトラスト]のホームページへ

s,_.。.,'(■ 剛 蹴 ぷHVBDB

△ 一 ・、_

三

一
起業化支援データベース

…

関連HomePaEeへ のリンク

このページは、鳩tエ 亀民N銅g伽rに より最 も美しく表示され るように作成され ています.
ダ ウンロードされる方 はこち らへ

図5-1当 社 の ホ ー ムペ ー ジ

以 下 に 、 ブ ラ ウザ か ら起 業 化 支 援 デ ー タベ ー ス の ホ ー ム ペ ー ジ に ア クセ ス し、 そ の

結 果 を印刷 した もの を示 す 。
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今 回 作 成 した 起 業 化 支 援 デ ー タ ベ ー ス の メ ニ ュー は 以 下 の 通 りで あ る。

1.ベ ン チ ャー 支 援機 関 情 報

2.ベ ン チ ャー 支 援 施 策 情 報

3.ベ ン チ ャー 企 業 情 報

4.プ ロ ジ ェ ク ト紹 介

5.起 業 化 支 援 セ ミナ ー 等 開 催 情 報

6.人 材 情 報

7.質 問&相 談 コー ナ ー

燕

フフイル(F)編 集(E)表 示(V)移 動(G)

_iix蕊 』

起業化支援データベースをご活用下さい

一

ー

ペン手ヤー金葉情麹

一

紀婁化支援セミナー青`副雇稻程

脳

質問&相談コーナー

図5-2起 業 化 支 援 デ ー タベ ー ス の ペ ー ジ/メ イ ン メ ニ ュ ー
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メ イ ン メ ニ ュ ー(図5-2)で 「ベ ン チ ャ ー 支 援 機 関 情 報 」 を ク リ ッ ク す る と 、 ベ ン

チ ャL-一ー一支 援 機 関 情 報 の 検 索 ペ ー ジ(図5-3)に 飛 ぶ 。

検 索 ペ ー ジ で は 、 ま だ 登 録 デ ー タ が 少 な い た め 、 地 域 に よ り検 索 す る こ と と した 。

検 索 条 件"地 域"の 選 択 は プ ル ダ ウ ン メ ニ ュー に な っ て い る。

検 索条 件 を選 択 後 、 クエ リー ボ タ ン を ク リ ッ クす る こ とに よ り、 条 件 に 当 て は ま る

機 関 の詳 細 情 報 が 表 示 され る(図5-4)。

図5-3 ベンチャー支援機関情報/検 索ペ ー ジ

冷
ダ

支援機関情報
検索結果

財団法人大阪府研究開発型企業振興』オ団(FORECS)

対象地
域 大飯府

額立目
的
今後の都市型産業の中核を担いうる研究開発型中堅 中小企業や研究支援型サービス薬害に属する企業の振興と創出、創案期企業

の育成環境の整備

支援対
象企業 ①研究開発型企菜(研 究開発費の 割合が3%以 上)、②研究簡発型支援サ ービス案(総 合リース菜、ソフトウェア案、情報処理サ ービス茎、経営コンサルタント棄、撰械設計案等)

事茎概
要

①間接ヘツ升 一キやヒ写ル事案(投 資預曇モ金最高5千 万Fγ 社)、②直接投資事業く最高500万 円/社)、 ③債務 保証事菜(社 債
引受金額の範囲内で投資預託金額の70%以 内)、④経営指導、⑤調査研究・情報提供、⑤産学官研究交流、⑦研究開発

拠点への 進出等の支援

所在地
〒540
大阪府

大阪市中央区内本町2-1-13内 本町住友生命大西ビμF

連絡先 tel

fax

06-941-3061

06-941-1456

ホーム
ペ ージ 有 http:ノノ… ∫nydome.orjp/forecsノ

実施団
`季 大阪府

所管 大阪府商工部リワト農薬振興課

設立年
月日 平鹿 年8月

出資者 大阪府、民間金融撰関寺37団 体

図5-4 ベ ンチャー支援機関情報/検 索結果 表示 ペー ジ
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ベ ン チ ャー 支 援 施 策 情 報 の 検 索 ペ ー ジ(図5-5)で は 、 「事 業 段 階 、 支 援 措 置 、 対

象 地 域 、 業 種 、 対 象 経 費 」 につ い て 、 そ れ ぞ れ の検 索 条 件 を 規 定 値 の 中 か ら選 択 し、

クエ リー を実 行 す る。 プル ダ ウ ン メ ニ ュ ー で は 、 そ の条 件 を 対 象 と しな い 「全 て」 を

選 択 す る こ と も可 能 で あ る。

クエ リー を 実行 した 結 果 、検 索 結 果 の 一 覧(図5-6)が 表 示 され る。

ベンチャー支援施策情報

支援機関が実施している起案化(ベンチャー)支援施策を検索します。
事無 量階、支援措置、対象地域、菜種、対象経費で検索します。それぞれ当てはまるものを選んでください。

閣

圏

○ サービス業

○ 運転資金

図5-5ベ ン チ ャー 支 援 施 策 情 報/検 索 ペ ー ジ

フpイル(F)編 集(D表 示(V)

ぶx－ る ミtt

ベンチャー支援施策情報一
捜 索条 件く事案1ヒ.出資,全 国 製造 桑.サ ー ヒノ象.毅 弱遜 蝶〉

糎 客 錐 厘借名
特定新規畜雲霧施円滑化隠時措置法認吉事葉者への出資割1唐 岸藁亭磐整備悪金(薪i規蚕業措資㈱〉

中小企業投資育成株式会社による投資制虐(ペンチャードジネス投資制度) 中小企業投資育成株式会社

(財)=和 ペン手ヤー 育成 基金 に上る債 務 保証 制厚 財 団 法人=和 〔ン手ヤー育 成 悪金

VECに よる研究開発型企業債務保証制度 財 団 法人ベン手や一エ ンターづライズヤンター(VEC)

図5-6ベ ンチ ャー 支 援 施 策 情 報/検 索 結 果 一 覧 表 示
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デ ー タベ ー ス で は 、 補 助 金 ・融 資 ・債 務 保 証 ・出 資 と い っ た 支 援 措 置 に よ っ て フ ィ

ー ル ド構 成 を変 え ざ る を得 ず 、 テ ー ブ ル を別 々 に 作 成 し て い るが 、 こ こ で はAccess95

の 選 択 クエ リー に よ りそ れ ぞ れ を同 時 に 表 示 す る こ とが 可 能 で あ る。

検 索 結 果 一 覧 の うち 、 制 度 名 を ク リ ックす る こ と に よ りそ の 支 援 措 置 の種 類 に応 じ

たIDCを 実 行 し、 別 々 のHTXフ ァイ ル に よ り違 った 詳 細 表 示(図5-7)が 得 られ る。

慧i'

フP仙(F}編 集(E)表 示{V)移 動(G)お 気 に入 りのへ。一・)"(A)～ レフ。(H)

ベンチャー支援施策情報

■[支援粛呈 データベLジζ麓緊結粟富ξ翻表示6出費ワ.

∫特定新規事業実施円滑化臨時措置法認定事業者への出資制度

支援の趣旨
新商品の生産や新サービスの提供を行おうとするベンチャー企業が高菜ペースでの
商品の生産やサービスの提供を開始する事業か段階に対する支援

出資形態

出資限度額 単独筆頭株主にならない範囲で、2億円を限度

保有期間

対象者
「認定事葉者」のうち新設企業、又は設立後3年以内(ただし、新規事菜の実施に不
可欠な技術の特許出願等を行っている場合は、そのBか ら3年以内の企業を含む)
で、資本金10億円以下の企業

対象資金 新規事案の実施こ必要な資金

施策 利用の ホ◆イント

「認定事葉者」として認定された企葉のうち、債務保証だけでは十分な資金調達がで

きない企業が対象となるが、新規事葉投資㈱の出資が他企業の出資を呼ぶ「呼び水
効果」をもたらすものであることが必要

実施団体 産業基盤整備基金(新規事業投資㈱)

電話 03-3241-6283

甲請売 同上

フPイル(F)編 集(E)表 示(V)移 動(G)お 気 に入 りのへ。一ジ'(A)～ レア(H)

殿 」援「浦叢 デ「一夕べ'一ス援」嚢緩 壽三」紐R示(fi瀞1架 設

4VECに よる研究開発型企業債務保証制度

支援の趣旨
高い枝借方を有しながら、資金調達力が不足しているため、研究開発の遂行が出来
ない中小企業のための支援

保証限度額 goo◎万円

保証限度額条件 借入金額の90%以 内

年間保証料 2%

保証期間 8年

据置期間 1年

担保条件 不要

保証人条件 必要

その他条件 成功報酬制度有り(金額こついては相談)

対象者
研究開発型中小企葉

の麟 認 寳 霊 鷲企劃 覆聾驕 縫 うとする具{糊 計画を持ち・そ

対象事案
新規性、高い企業化の可能性
新枝術、新製品の研究開発を行う上で、現状の水準からみて新規性を有し、企葉化
の可能性の高いもの

施策利用のポイン
ト

(1)決済 実績がなくても可、(2ンVECが 保証する金 額 こついては 無担 保、(3)第三者保

証 人を必要としない、(4)長期づうイム レートに連動した低金 利の 借入が 可能(金 車κ固
定)=長 づラ×0.25+1.575)

実施団体

電話 03-3503-3041

甲諦先 民 間金融機関、政府系金 融機関(一 部)、ベンチャー(一 部)

図5-7 ベ ンチャー支援施策情報/検 索結 果詳 細表示
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ベ ン チ ャ ー 企 業 情 報 の 検 索 ペ ー ジ で は(図5-8) 、 社 名 、 業 種 、認 定 団 体 を 条 件 と

して検 索 を 実 行 す る。 そ れ ぞ れ 、 入 力 しな い か若 し く は プ ル ダ ウ ン メニ 三 一 で 「指 定

しな い 」 を 選 択 す る こ とに よ り、 一 意 の 条 件 で の 検 索 も 可 能 で あ る。

検 索 結 果 は 一 覧 表 示(図5-9)さ れ る。

ベンチャー企業情報

ベンチャー企業を検 索します。

対象となるのは 、全国のベンチ ャー支 援団 体の 支 援を受けたことのある企 業や創 造法による認 定 企業で、約3.OOO社 を対 象とし
ています。

社名、業 種、認定団 体で検 索します。検 索条 件を選んでください。

名,i

種:1指 定 しない

涯 団体、1}綻 しない

図5-8ベ ンチ ャー 企 業情 報/検 索 ペ ー ジ

図5-9ベ ン チ ャー 企 業 情 報/検 索 結 果 一 覧 表 示

こ の 検 索 結 果 一 覧 表 示 の 会 社 名 を ク リ ックす る こ とに よ り、 会 社 の詳 細 情 報 が表 示

され る(図5-10)。
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フPイル(F)編 集(E)表 示(V)移 動(G)お 気 に入 りのへ。一:y"(A)ヘ ルア(H)

擦 ヴ 蚕 ・

ベンチャー企業情報

」■　ペン ーe's」 一!s'-x π

1株 式会社インクス

代表者 山田 眞次郎

設立年月

会社規模
資本金12千 万円
従業員:20人

住 所 神奈川 県 川崎 市高 津 区坂 戸3-2-1

連絡先 電 話:044-819-2419
FAX:

認定事業 医 療シュミレーショ㌦による人T高 話 計/加Tシ ス〒ムの 簡発

認定撰関
支援内容

財団法人ベンチャーエンタープライズセンター
研究開発型企業債務保証制度

支援時期 平成6年度第5回

図5-10ベ ンチ ャ ー 企 業 情 報/検 索 結 果 詳 細 表 示

検 索 結 果 詳 細 表 示 の うち 、 認 定 事 業 名 は次 の プ ロ ジ ェ ク ト情 報 デ ー タベ ー ス と リン

ク し てお り、そ こ を ク リ ックす る こ と に よ りそ の プ ロ ジ ェ ク ト内 容 を表 示 させ る こ と

が 可 能 で あ る。

プ ロ ジ ェ ク ト紹 介 検 索 ペ ー ジ(図5-11)で は 、社 名 も し くは プ ロ ジ ェ ク トの 内容

の キー ワー ドを 入 力す る こ とに よ り、 ベ ンチ ャー 支 援 団 体 か ら認 定 を受 け た 企 業 の プ

ロジ ェ ク トを検 索 す る こ とが 出 来 る。'

フPイル〈F)編 集(E}表 示(V)移 動(G)お 気 に入 りのへ。一ジ'(A)ヘ ルア(H)

ベンチャー企 業のプロジェクト紹介

●ベンチャーthA婁プ ロジニrクAデ'"べ'一 ス提鳶

ベンチャー企築の認定プロジェクトを検索します。

対象となるのは、全国のベンチャー支援団体の認定対象となったつロジェクトで、約100社の約130案 件を対象としています。
社名およびプロジェクトのキーワードで検索します。検索条件を選んでください。

社 名,1

。。ジ.ク,、1

図5-11ベ ン チ ャー 企 業 プ ロ ジ ェ ク ト情 報/検 索 ペ ー ジ
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検 索 ペ ー ジ で検 索 条 件 を 入 力 後 クエ リー を実 行 す る と、 検 索 結 果 の 一 覧(図5-12)が

表 示 され る。

こ こ で一 覧 の 中 か らプ ロジ ェ ク ト名 を ク リ ックす る と、 そ の プ ロ ジ ェ ク トの 詳 細 が

表 示(図5-13)さ れ る ほ か 、 会 社 名 を ク リ ックす る とベ ン チ ャ ー 企 業 検 索IDCが 実行

され 、 企 業 情 報 デ ー タベ ・一・一一ス か らそ の 会 社 の 詳 細 情 報 を表 示(図5-10)さ せ る こ と

も 可 能 で あ る。

/
/

図5-12ベ ン チ ャー 企 業 プ ロ ジ ェ ク ト情 報/検 索 結 果 表 示 ペ ー ジ

ベンチャー企業のプロジェクト紹介

超 微 粒 脂 肪 乳 剤 型 注 射 剤 及 び リボ ゾ ー ム 製 造 装 置 の 開 発

財団法人ベンチャーエンタープライズセンター
研究開発型金鶏債務保証制度

最近、DDS(DrugDeliverySystem)と 言う言葉をよく耳にする。その中で、コントロール ドリリース、吸収の 改善、ターゲッティングの 目
的で薬剤のリボゾーム化やエマルション化、及びマイク田力ヴセル 化の 研究が 盛んに行われているが、処理物同士のセン断力「液 一波セン
断力」を使うことによりその 粒子を例えばリボソーム の場合0.02μmか ら=シ トロールを可能とする、改正GMP適 合の回 転式ホモジナイザ
ーシステムである。

　加庁79庁0寸寸和英加区野市
一
飯

△

火焔

欝

房

会
κ
企

図5-13

一39一



起 業化 セ ミナ ー 等 開 催 情 報 の 検 索 ペ ー ジ(図5-14)で は 、 開催 地 域 ・内容 ・誰 を

対 象 として い る か に よ り検 索 条 件 を選 択 、 クエ リー を 実 行 し てデ ー タ ベ ー ス を検 索 す

る。 選 択肢 に よ り、 そ れ ぞ れ 一 意 の 条 件 で の 検 索 も可 能 で あ る。

デ ー タベ ー ス 内 の 情 報 数 が 少 な い た め 、 こ こで の検 索 結 果 は 一 覧 表 示 の ス テ ップ を

経 ず 、 全 て の デ ー タ の 詳 細 が繰 り返 し表 示(図5-15)さ れ る。

図5-14起 業 化 セ ミナ ー 等 の 開 催 情 報/検 索 ペ ー ジ

起業化セ ナー等の開催情報

」■セミナーデLタ 〔'一ス潰薫纈

VEC創 案 支 援セ ミナ ー

主催 者:財 団法 人ペンチャーエンターづライズセンター

内 容:1.基 調講 演(早 稲 田大 学システム 科学 研究所 教 授松 田修 一氏)、2.パ ネルディスカッション(コーディネ ータ
ー:多 摩 大学 経営上 法学部 教 授柳 孝一)

日98/02/24'
場 所:東 京 都大 田区 大田 区産 業プラザ

200名

参加 料=3000円

問合せ 先:財 団法 人ペンチャーエンターづライズセンター

店 長 育 成セミナ ー

主催 者:メ モリーマインド株式 会社
内 容=テ ーマ 「店長 基本編:今 の 仕 事は少なすぎる」、講 座詳細(・店長は ここま でが 仕事範 囲、・店長の 責 任と権限
・すぺ てを決める年 間計 画、・利 益を上げる経 費の 具 体的 削減 方法)

日e寺=97/02/2513:00～17:00
場 所:東 京 都渋 谷区 吾学 会館

20名

参加 料:20000円

問合せ 先:メモリーマインド株 式会 社 担 当:木 村 〒1了1東 京都 豊島 区西 池袋5-17-11ル ート西池 袋ビル8Fbel.
03-5956-7851fax.03-5956-7854

図5-15起 業 化 セ ミナ ー 等 の 開 催 情 報/検 索 結 果 表 示 ペ ー ジ
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ベ ン チ ャ ー 人 材 情 報 の 検 索 ペ ー ジ(図5-16)で は 、 各 支 援 団 体 が そ れ ぞ れ 収 集 し

た地 域 ベ ー ス の 情 報 か ら、経 営 ・販 売 ・技 術 とい っ た 対 象 と専 門 分 野 の キー ワー ドで

検 索 を実 行 す る こ とが 可 能 で あ る。

た だ し現 段 階 で は 、 一般 の 人 の情 報 に つ い て公 開 手 法 が 確 立 され てお らず 、 この 検

索 メ ニ ュー は 提 供 して い な い。

ベンチャー人材情報

図5-16ベ ン チ ャー 人 材 情 報/検 索 ペ ー ジ

質 問&相 談 コ ー ナ ー(図5-17)で は 、 過 去 に送 られ た 質 問 や 相 談 内 容 、 ま た そ れ

に対 して回 答 済 み で あれ ば そ の 回 答 内 容 を一 覧 か ら表 示 させ る こ と が 可 能 で あ る。 ま

た投 稿 コー ナ ー もあ り、 質 問 や 相 談 を記 入 し登録 ボ タ ン を ク リ ッ クす れ ば、 そ の 内 容

はデ ー タベ ー ス のQ&Aテ ー ブ ル に イ ンプ ッ トされ 、 同 時 に 一 覧 に表 示 され る こ と とな る。

叢

フヌイル旧 編集(日 表示(V) 移動(G)

一ー一

それぞれの分野で活躍するメンターの人たちに相談をすることができます。

お気 に入 りのオーラ'(A)ヘ ルア㈹一 一

'

今まで寄せられた相談と回答の一覧です

、、、、、 、、 、 、、

一 　 、

相談 ・質問 コー ナー

i匡

§1ミ

タイん6 鰯 回書状況

li相談 先斉教えて 下～ミい 公的支援毯蘭へ =

巡

図5-17相 談 ・質 問 コ ー ナ ー/検 索 ペ ー ジ
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;・イ・(・)繍 ・)表 示(・)難 ・)

x

相談事、質問をご記入下さい

お 気 に入 りのA"一:i'(A)～br(H)

投 稿 コ ー ナ ー

氏 名=

9-md=

年 齢:

唱 象

19歳 以下 圏

学 生 び

性 別:◎ 男 ○ 女

質問・相談先;譲に回答を求めますか

◎ 公的支援櫨閲

Oル ター

Oエ ンジェル

○ ペンチャーキャピタリスト

○ 金註機関

y,イル(F)編 集(E)表 示(V)移 動(G) お 気 に入 りのへ。一パA}ヘ ルア㈹

一[一=========コ

相 鹸・質問:

よ乱 蝋 受端 ン『押してく憶い・

§熱

図5-18 相 談 ・質 問 コ ー ナ ー/投 稿 コー ナ ー
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5.2シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム の 概 要

今 回 の プ ロ トタ イ プ で 作 成 し たIDCフ ァイ ル とHTXフ ァ イ ル は 表5-1の 通 り で あ り、

そ の 一 例 を 以 下 に 示 す 。

な お 、 メ ニ ュ ー 画 面 の ソ ー ス は 表5-2の 通 り で あ り、 こ こ か らIDCフ ァ イ ル へ の リ

ン ク を 提 供 し て い る 。

表5-1作 成 し たIDCフ ァ イ ル 、HTXフ ァ イ ル 等 の 一 覧

Welcome.htm:ホ ー ム ペ ー ジ

L>起 業 化DB
.htm:メ ニ ュ ー 画 面

機 関DB.htm:支 援 機 関 の 検 索

L≒>kikan
.idc

kikan.htx

施 策DB.htm:支 援 施 策 の 検 索

L≒>shisakudefault
.idc

shisakudefault.htx

卜出 資.idc
債 務 保 証.idc

企 業DB.htm

L>companydefault .idc

companydefault.htx

」 。。mp。ny.id。

company.htx

プ ロ ジ ェ ク ト.htm

L>projectdefault
.idc

projectdefault.htx

L…>project .idc

project.htx

セ ミ ナ ーDB.htm

L>seminar .idc

seminar.htx

人 材DB.htm

L>jinzai .idc

jinzai.htx

Q&Adefault.idc

Q&Adefault.htx

L≒>mes .idc

mes.htx

出 資.htx

債 務 保 証.htx

:ベ ンチャー企 業 の 検 索

:フ.ロ ジ ェクトの 検 索

:セ ミナー等 の 検 索

:人 材 の 検 索

:質 問 ・相 談 コーナー
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表5-2 起 業 化DB.htm。 起 業 化 支 援 デ ー タ ベ ー ス/メ ニ ュ ー 画 面

〈htm1>

〈head>

〈title>JIT起 業 化 支 援 デ ー タ ベ ー ス 〈/title>

〈/head>

〈bodybgcolor="#FFFFFF"〉

〈palign="center"〉 〈imgsrc="A _WEL1.gif"width="400"heightニ"120"〉 〈/p>

〈hlalign="center"〉 〈fontsize="5"〉 起 業 化 支 援 デ ー タ ベ ー ス を ご 活 用 下 さ い

〈/font>〈/h1>

〈hr>

〈dl>

〈dd>〈h4>〈ahref="機 関DB.htm"〉 〈fontsizeニ"4"〉 ベ ン チ ャ ー 支 援 機 関 情 報

〈/font>〈/a>〈fontsize="4"〉 〈br>〈/font>〈/h4>〈/dd>

〈dd>〈h4>〈ahref="施 策DB.HTM"〉 〈fontsize="4"〉 ベ ン チ ャ ー 支 援 施 策 情 報

〈/font>〈/a>〈fontsize="4"〉 〈br>〈/font>〈/h4>〈/dd>

〈dd>〈h4>〈ahref="企 業DB.HTM"〉 〈fontsize="4"〉 ベ ン チ ャ ー 企 業 情 報

〈/font>〈/a>〈fontsize="4"〉 〈br>〈/font>〈/h4>〈/dd>

〈dd>〈h4>〈ahref="プ ロ ジ ェ ク ト.htm"〉 〈fontsizeニ"4"〉 プ ロ ジ ェ ク ト紹 介

〈/font>〈/a>〈fontsizeニ"4"〉 〈br>〈/font>〈/h4>〈/dd>

〈dd>〈h4>〈ahref="セ ミナーDB.HTM"〉 〈fontsize="4"〉

起 業 化 支 援 セ ミ ナ ー 等 開 催 情 報

〈/font>〈/a>〈fontsize="4"〉 〈br>〈/font>〈/h4>〈/dd>

〈dd>〈h4>〈ahref="人 材DB.HTM"〉 〈fontsize="4"〉 人 材 情 報

〈/font>〈/a>〈fonVsizeニ"4"〉 〈br>〈/font></h4>〈/dd>

〈dd>〈h4>〈ahrefニ"scripts/Q&Adefault.idc"〉 〈fontsizeニ"4"〉

質 問&相 談 コ ー ナ ー

〈br>〈/font>〈/a>〈/h4>〈/dd>

〈/dl>

〈hr>

〈p>〈ahref="Welcome.htm"〉 〈imgsrcニ"か え る.gif"altニ"BACKTOJIT"

width;"65"height="63"〉 〈/a>〈ahrefニ"Welcome.htm">JITの ホ ー ム ペ ー ジ へ

〈/a>〈/P>

〈hr>

〈p>〈ahrefニ"mailto:t-ohta@nisiq.net">t-ohta@nisiq.net〈/a>〈br>

〈i>株 式 会 社 日 本 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ト ラ ス ト 〈/i>

〈fontsize="2"〉 〈i>開 発 総 合 研 究 所tel.03-3288-9852fax.03-3288-9852

〈/i>〈/font>〈br>

〈fontsize="2"〉 〈i>DEVELOPMENTRESEARCHINSTITUTE〈/i>〈br>

〈i>THEJAPANINTELLIGENTTRUSTCO.,LTD.〈/i>〈br>

〈i>Copyright(C)1996〈/i>〈br>'

〈/font>〈/P>

〈/body>

〈/html>
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表5-3 機 関DB.htm

〈htm1>

〈head>

〈title>JIT/ベ ン チ ャ ー 支 援 機 関 情 報 〈/title>

〈/head>

〈bodybgcglor="#FFFFFF"〉

〈h2align="center"〉 ベ ン チ ャ ー 支 援 機 関 情 報 〈/h2>

〈hr>

〈h2>〈aname="支 援 機 関 デ ー タ ベ ー ス"〉 〈fontsize="4"〉 〈em>〈u>

■ 支 援 機 関 デ ー タ ベ ー ス 検 索 〈/u></em>〈/font>〈/h2>

〈blockquote>

〈p>全 国 に あ る 起 業 化(ベ ン チ ャ ー)支 援 団 体 を 検 索 し ま す 。 〈br>

対 象 地 域 で 検 索 し ま す 。 地 域 を 選 ん で く だ さ い 。 〈br>

〈/P>

〈/blockquote>

〈formmethod="GET"a.ction="/vbdb/scripts/kikan.idc"〉

〈blockquote>

〈p>地 域:〈selectname="chiiki"〉

〈optionvalue=""〉 全 国 〈/option>

〈option>」 ヒ海 道 〈/option>

〈option>東 北 〈/option>

〈option>関 東 〈/option>

〈option>北 陸 〈/option>

〈option>中 部 〈/option>

〈option>東 海 〈/ρption>

〈option>近 畿 〈/option>

〈option>中 国 〈/option>

〈option>四 国 〈/option>

〈option>九 州 ・沖 縄 〈/option>

〈/select>〈inputtype="submit"value="ク エ リ ー を 実 行"〉 〈br>

〈/P>

〈/blockquote>

〈/form>

〈hr>

〈/body>

〈/htm1>

表5-4 kikan.idc

Datasource:vbdb

Template:kikantest.htx

Expires:10-

SQLStatement:

+Select*

+fromshienkikanTable

+WhereChiikilike'%%%chiiki%%%,
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表5-5kikan.htx

〈HTML>

〈HEAD>

〈TITLE>支 援 機 関 情 報/検 索 結 果 〈/TITLE>

〈/HEAD>

〈BODYBGCOLOR="#FFFFFF"〉'

〈BASEFONTSIZE="3"〉

〈CENTER>〈H2>支 援 機 関 情 報 〈/H2>〈/CENTER>〈BR>

〈CENTER>検 索 結 果 〈/CENTER>

〈%begindetail%〉

〈TABLEBORDER>

〈TRAIignニ"CENTER"〉

〈TDCOLSPAN="4"〉 〈%KikanID96>〈%Name%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TDROWSPAN="11"〉 〈/TD>

〈TD>対 象 地 域 〈/TD>

〈TDCOLSPAN="2"〉 〈%Chiiki%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TD>設 立 目 的 〈/TD>

〈TDCOLSPAN="2"〉 〈%Mokuteki%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TD>支 援 対 象 企 業 〈/TD>

〈TDCOLSPANニ"2"〉 〈%Shientaisyokigyo%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TD>事 業 概 要 〈/TD>

〈TDCOLSPANニ"2"〉 〈%Jigyogaiyo%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAlign="CENTER"〉

〈TD>所 在 地 〈/TD>

〈TD・COLSPAN="2"〉 〈%Yubin%〉 〈BR>

〈%Prefecture%〉 〈BR>

〈%Address%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAlign="CENTER"〉

〈TD>連 絡 先 〈/TD>

〈TD>tel〈BR>

fax〈/TD>

〈TD>〈%Te1%〉 〈BR>

〈%Fax96>〈/TD>

〈/TR>

〈TRAlign="CENTER'C>

〈TD>ホ ー ム ペ ー ジ 〈/TD>

〈TD>〈%Hp%〉 〈/TD>

〈TD>〈%Hpaddress%〉 〈/TD>

〈/TR>
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〈TRAIignニ"CENTER"〉

〈TD>実 施 団 体 〈/TD>

〈TDCOLSPAN="2"〉 〈%Jisshidantai%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TD>所 管 〈/TD>

〈TDCOLSPANニ"2"〉 〈%Syokan%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TD>設 立 年 月 日 〈/TD>

〈TDCOLSPAN="2"〉 〈%Seturitu%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TRAIign="CENTER"〉

〈TD>出 資 者 〈/TD>

〈TDCOLSPAN="2"〉 〈%Syusshisya%〉 〈/TD>

〈/TR>

〈TD>〈/TD>

〈TDCOLSPAN="2"〉 〈/TD>

〈/TR>

〈/TABLE>

〈%enddetai1%〉

〈%ifCurrentRecordEQO%〉

〈CENTER>

[残 念 な が ら 構 築 中 の た め 、 検 索 条 件 に 合 うデ ー タ は 入 っ て い ま せ ん で し た 。]

〈/CENTER>〈BR>

〈%endif%〉

〈hr>

〈p>〈ahref="./起 業 化DB.HTM"〉 〈imgsrcニ"./image/か え る.gif"

alt="BACKTOJIT"width;"65"height="63"〉 〈/a>〈a

href="起 業 化DB.HTM"〉 起 業 化 支 援 デ]タ ベL・一ース/メ イ ン メ ニ ュ ー へ

〈/a>〈/P>

〈/BoDY>'

〈/HTML>
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6.一 部 運 用 によ る事 業 化 の 再 検 討

6.1 APlに よ るWWW-DB連 携 の 問 題 点

当 プ ロ トタイ プ シ ス テ ム の構 築 で は 、 高度 な ノ ウハ ウや 特 殊 な 技 術 を 持 た ず と も低

予 算 で構 築 で き る 、Webサ ー バ とデ ー タベ ー ス の連 携 を 目指 した 。 特 に 通 常 の シ ス テ ム

環 境 で の活 用 を念 頭 に 、WindowsNTマ シ ンをベ ー ス と した ハ ー ド構 成 と して い る。 連 携

ソ フ トで は 、Windows環 境 と して 馴 染 み が あ る米Microsoft社 の 製 品群 を主 体 に構 築 し

た 。

Webサ ー バ ー ソフ トのIISか ら、 デ ー タベ ー ス ソ フ トのAccess95に ア クセ ス させ る た

め に は 、CGIで は な くISAPIを 使 用 した 。

ISAPIでDLLはIISと 同 じ シ ス テ ム領 域 で動 作 す る。 つ ま りISAPIプ ロ グ ラ ム は メ モ リ

内 に 常駐 す るた め 、CGIで 作 成 され た ア プ リケ ー シ ョ ン よ りパ フ ォー マ ン ス に 優 れ る と

い う利 点 が 示 され て い る。 ま た 、 個 々 の 要 求 に よ っ て プ ロセ ス が 別 々 に 起 動 す る こ と

が な い た め 、 必 要 な オ ー バ ー ヘ ッ ドも少 な く な る メ リ ッ トも あ る。

しか し全 体 の 処 理 の 流 れ で は 、WWWク ライ ア ン トか らIDCフ ァイ ル を要 求 す る とき 、

GETやPOSTな どのHTMLの 標 準 的 メ ソ ッ ドを使 っ て 検 索条 件 を 渡 し、WWWサ ー バ 側 で は

HTTPDODBC.DLLを 呼 び 出 し た後IDCフ ァ イル の 中 のSQL処 理 をODBCシ ス テ ム デ ー タ ソー

ス経 由 で行 う。 この 結 果 はHTXフ ァイ ル に埋 め 込 ま れ て 、WWWク ラ イ ア ン ト側 に 返 され

る仕 組 み で あ る。 つ ま りサ ー バ 側 で は 、 デ ー タベ ー ス サ ー バ で の 検 索 処 理 の ほ か 、 結

果 を表 示 させ る た め にHTML化 の 処 理 も行 う必 要 が あ る。 さ らに ク ライ ア ン ト側 で も、

受 け 取 ったHTMLを 表 示 す る処 理 が 必 要 とな る。

これ らの 一 連 の 処 理 は 、 通 常 の デ ー タベ ー ス サ ー バ と ク ラ イ ア ン トサ ー バ に よ る検

索 シ ス テ ム の構 築 に 比 べ る と、 よ り多 く の プ ロ グ ラ ム を経 由す る事 に な る た め 、 そ う

と うに 処 理 能 力 が 低 下 す る こ と が 容 易 に 理 解 で き る。

しか し一 方 で 、 利 用 が 急 拡 大 し てい るイ ン ター ネ ッ ト上 で の サ ー ビス を提 供 す る こ

とに よ る利 用 者 数 の 向 上 、 ク ライ ア ン ト側 にWebブ ラ ウザ 以 外 の ソフ トを 要 求 しな い こ

とな ど、WWW-DB連 携 に よ る イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の デ ー タ ベ ー ス の 提 供 の 汎 用 性 の メ リ

ッ トは多 大 で あ る と考 え る 。 上 記 の 問題1点 に つ い て は 、 今 後 、 ハ ー ドウェ ア 及 び ソ フ

トウ ェ ア を含 め シ ス テ ム の 処 理 能 力 向 上 や 、 我 が 国 に お け る通 信 ネ ッ トワー ク の 光 フ

ァイ バ ー 化 に よ る トラ フ ィ ック 能 力 の 向 上 な どに よ り、 急 速 に改 善 され て い く もの と

期 待 して い る。
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当 プ ロ トタイ プ シ ス テ ム で は 、 デ ー タ 投 入 量 が 少 な く ま た 監 視 ソ フ トな ど の テ ス ト

環 境 も な い た め 、 処 理 性 能 の 能 力 測 定 ま で に は 至 るこ とが 出 来 な か っ た が 、 日経BPシ

ス テ ム ラ ボ ラ ト リで 実施 され た 測 定 結 果 が 、 日経BPシ ス テ ム ラボ 「評 価 ・検 証 レポ ー

トNo.18Windows95/NTか らのDBサ ー バL…一一・ア ク セ ス 法 」(1996年7月26日 発 行)お よび

日経 オ ー プ ン シ ス テ ム(no.41)に 掲 載 され て い る。 も ち ろ ん テ ス ト環 境 は 当 シ ス テ ム と

異 な る が、 ボ ル トネ ック と な る問 題 点 につ い て は的 確 に 指 摘 され て い る もの と思 われ

る。

(1)WWWサ ・一・一一バ ー 経 由 のDBア ク セ ス と既 存DBク ラ イ ア ン ト と の 比 較

日経BPシ ス テ ム ラ ボ ラ トリの テ ス ト結 果 に よ る と、WWWサ ー バ ー 経 由 の デ ー タベ ー ス

ア クセ ス と既存 の デ ー タベ ー ス ク ライ ア ン トの 処 理 比 較 で は 、 検 索 件 数500行 程 度 で約

2倍 、1000行 で は 約4倍 、2000行 で は約6倍 の 応 答 時 間 差 が確 認 され て い る。 も ち ろ ん 直

接 ア クセ ス す る既 存DBク ライ ア ン トの 方 が 早 い。
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図5-1WWWサ ー バ 経 由 のDBア ク セ ス と既 存 のDBク ラ イ ア ン トの 性 能 比 較

(出 典)日 経 オ ー プ ン シ ス テ ム(no.41)

(2)WWWブ ラ ウ ザ 処 理 の 問 題

ま た この テ ス トで は 、 ネ ッ トワー ク を 流 れ るパ ケ ソ トを キ ャ ブ チ ャ して 調 べ た 結 果

か ら、 以 下 の 点 を 指 摘 して い る。

・ロ グイ ンに 必 要 な 情 報 を送 りサー バ 側 の 情 報 を取 り出 す や り と り:0 .4秒 以 下

・WWWサ ー バ のSQL文 を受 け て か らデ ー タ を 送 り返 し始 め る ま で:1/100秒 以 下

・WWWサ ー バ か らWWWブ ラ ウザ へ のHTML転 送 時 間(200Kバ イ ト):2秒 以 下

・WWWブ ラ ウザ のHTMLデ ー タ の イ メー ジ ン グ(1000行 分):6～7秒

した が っ て 、WWWブ ラ ウ ザ 側 で のHTMLの 解 釈 と表 示 に ボ トル ネ ック が 生 じて い る こ と

が示 され て い る。
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さ らに こ のテ ス トで は、 そ の 点 を さ らに 明 らか とす る た め 、 ク ラ イ ア ン ト ・パ ソ コ

ン の性 能 差 に よ るテ ス トと、HTMLタ グ を減 らす こ とに よ るテ ス トで 、 ブ ラ ウザ 側 の負

荷 変 化 に よ る応 答 時 間 を測 定 して い る。 そ の 結 果 、 ク ラ イ ア ン ト ・パ ソ コ ン をCPUが

Pentium133MHzの マ シ ン か ら150MHz(も ち ろ ん パ ソ コ ンの 性 能 はCPUだ け に よ らな い

が)の マ シ ン に 変 え て テ ス トした と こ ろ 、応 答 時 間 に 約2倍 の 差 が で て い る。 ま た 、 タ

グ を減 らし た場 合 も(ト ラ フ ィ ソク で 約200Kバ イ}・ か ら約100Kバ イ トと半 減 させ て い

る)、 応 答 時 間 が 半 分 近 くに短 縮 され て い る。
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6.2画 像 デ ー タ ベ ー ス の 処 理 の 問 題

今 回 使 用 した デ ー タ ベ ー ス ソフ トで あ るAccess95で も、 フ ォ ー ム や レポ ー トに ピ ク

チ ャ や そ の 他 の オ ブ ジ ェ ク トを 追 加 す る機 能 が 備 わ っ て い る。 た と え ばAccess95以 外

の ア プ リケ ・一ーーーシ ョ ンで 作 成 し た オ ブ ジ ェ ク トを、Access95の フ ォー ム ま た は レポ ー ト

にOLEの 機 能 な ど に よ り追 加 す る こ とが で き る こ とか ら、 今 回 は プ ロ ジ ェ ク ト紹 介 の デ

ー タ ベ ー ス にGIF形 式 に よ る画 像 を 取 り入 れ て み た
。

当 該 デ ー タベ ー ス に 画 像 を 取 り入 れ る べ き こ とは、 前 年 度 調 査 な らび に今 回 構 成 し

た 委 員 会 の 委 員 の 先 生 か ら も指 摘 を受 け て い る。 た と え ば 、 あ る企 業 に 製 造 を発 注 で

き るか ど うか は 、 そ の企 業 の 工 場 内 の 写 真 を見 れ ば専 門 家 は だ い た い 判 断 が つ くそ う

で あ る。 ま た 技 術 開 発 の 提 携 を は か る場 合 で も、 代 表 的 な 製 品 を見 れ ば 、 専 門 家 は そ

の技 術 内 容 に つ い てお お よ そ 理 解 す る こ とが 出 来 るそ うだ か らで あ る。

しか し画 像 を 取 り入 れ た こ と に よ り、 サ ー バ 側 の処 理 速 度 が 低 下 した うえ 、 通 信 速

度 お よびHTML展 開 に よ る ク ラ イ ア ン ト側 の 待 ち時 間 は さ らに 大 幅 に 低 下 した。通 常 の

ダイ ヤ ル ア ップ 接 続(2,880kbps)で は 、 快 適 な 検 索 状 況 が提 供 され た とは 言 い難 い 。 ま

た 、 画 像 を見 や す くす るた め だ い ぶ 大 き な 表 示 と した が 、 か え っ てWebブ ラ ウザ 側 に 負

担 を 強 い る結 果 とな っ て い る。 圧 縮 と解 像 度 の 面 か ら、 画 像 フ ァイ ル 形 式 につ い て も

検 討 が 必 要 と思 わ れ る。 今 後 、 画 像 表 示 に つ い て は結 果 表 示 と詳 細 表 示 の 二 段 階 に 分

け る な ど、 利 用 者 の 使 い勝 手 を み な が ら判 断 して い き た い と考 え て い る。

① 解 像 度 の 問 題

GIF、JPEGな ど の フ ァイ ル 形 式 も含 め 、 画 像 展 開 の 大 き さや 表 示 段 階 な ど、 利 用 者 側

の 処 理 速 度 に 対 し配 慮 す る 必 要 が あ る。

ま た画 像 の デ ー タ収 集 に 際 して 、 直 接 デ ジ タル カ メ ラ で撮 影 す る こ とが 出 来 れ ば 最

も効 率 的 で あ る が 、 現 状 で は ま だ そ の普 及 状 況 か らみ て 情 報 提 供 先 す べ て に そ れ を依

頼 す る こ とは 不 可 能 で あ り、 ネ ガ ベ ー ス で の提 供 を受 け そ れ を ス キ ャ ン ニ ン グす る こ

とす ら難 しい と思 われ る。 した が っ て現 像 写 真 で の情 報 提 供 を受 け 、 そ れ を ス キ ャ ン

ニ ン グす る こ と とな ら ざ る を 得 な い が 、解 像 度 の 低 下 は 避 け られ な い。

② 転 送 時 間 の 問 題

ク ラ イ ア ン ト側 の イ ン ター ネ ッ ト接 続 環 境 は と りあ え ず 考 え な い と し て も、 サー バ

側 で は そ の 処 理 能 力 も さ る こ とな が ら、 接 続 回 線 の確 保 に つ い て 、 事 業 採 算 性 を含 め

十 分 検 討 す る必 要 が あ る。 た と え ばNTTのOCN専 用 線 接 続 の 場 合 、128kbpsで3万8,000円

で あ る が 、1.5Mbpsで は350,000円 、6Mbpsで は985,000円(い ず れ も月 毎)に な っ て し
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ま う。 ま たOCNの 場 合 、 質 的 問題 や トラ フ ィ ック の 問 題 な どが 指 摘 され 、 どの程 度 十 分

な能 力 が得 られ る か は疑 問 視 され る と こ ろ で あ る が 、 大 手 プ ロバ イ ダー との 接 続 で は

そ の 間 の キ ャ リア へ の 支 払 い も含 め3～5倍 の 費 用 が掛 か っ て しま う。

③ デ ー タ量 の 問題

ペ ー ジ表 示 の た め のHTMLは 、 そ れ 自体 テ キ ス トベ ー ス の 文 章 同 様 に フ ァイ ル の ボ リ

ュニ ム は非 常 に 小 さ く てす む が 、 画 像 フ ァイ ル は す ぐに メ ガ バ イ ト単 位 に 達 す る。 し

た が っ て、 サー バ 側 で はハ ー ドデ ィ ス ク 上 へ の デ ー タ 蓄 積 以 外 に 、 大 容 量 の 記 憶 メデ

ィア を用 意 す る 必 要 が 生 じ る。 昨 年 来 、 各 ベ シ ダー か らCD-R機 器 が 提 供 され は じめ、

処 理 速 度 の 問 題 は 残 る もの の 、 非 常 に 低 廉 に 利 用 可 能 とな っ て き た 。 高 速 のCDチ ェ ン

ジ ャー を用 意 す れ ば、 た とえ 事 業 規 模 が 小 さ くて も 、 十 分 に マ ル チ メデ ィ ア ・デ ー タ

ベ ー ス を構 築 で き る環 境 が 整 い つ つ あ る とい え よ う。
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7.今 後 に 向 け て

7.1プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 構 築 の 意 義

(1)シ ス テ ム構 成 の 実 用 性 に つ い て

今 回 の プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の構 築 に 当 た っ て は、 実 際 の デ ー タ投 入 とそ の運 用 検

証 よ りは 、 低 廉 か つ 簡 易 的 な シ ス テ ム で 、 どの 程 度 ま で 実 用 化 が 図 られ る か を見 極 め

る こ と に重 点 を 置 い た 。

これ は、 今 後 の 関 連機 関 との ネ ッ トワー ク化 の 可 能 性 に つ い て の 検 討 を深 め る た め

で あ る。 実 際 の デ ー タ ベ ー ス の運 用 に 当 た っ て は 、 全 国 各 自治 体 が行 っ て い る数 千 に

及 ぶ 施 策 を利 率 改 定 な ど を含 め随 時 情 報 収 集 を行 う必 要 が あ るほ か 、 草 の 根 的 な 人 材

情 報 や ベ ン チ ャ ー 企 業 情 報 を 収 集 した り、 特 異 な プ ロ ジ ェ ク トの 発 掘 を行 っ て い く た

め に は 、 地 元 に密 着 した 情 報 収 集 ・情 報 提 供 体 制 を整 え な け れ ば な らな い と考 え る。

そ の 方 策 と して 、 全 国 各 ベ ン チ ャ ー 支 援 機 関 とのネ ッ トワー ク化 を 目指 す こ と と し た。

この 各 ベ ンチ ャ ー 支 援 機 関 に とっ て 当該 デ ー タベ ー ス は 、 単 に情 報 提 供 者 側 に ま わ

る だ け で な く、 全 国 展 開 で 蓄 積 され た 情 報 は 、 各 機 関 に と っ て も今 後 ベ ン チ ャー 企 業

を支 援 して い く上 で 非 常 に 価 値 の あ る も の とな ろ う。 委 員 会 参 加 者 か らは 、 審 査 過 程

に お い て 先 行 事 例 との 比 較 を示 す 上 で 、 プ ロジ ェ ク ト紹 介 な どは 非 常 に情 報 価 値 が 高

い と の 意 見 を頂 い た ほ か 、 全 国 の公 設 試 験 場 な ど で埋 もれ て い るパ テ ン トな ど を広 く

情 報 公 開す る手 段 とな り う る こ とに 対 す る期 待 の 意見 も頂 い て い る。

こ う した 仕 組 み を構 築 す る上 で 、 各 機 関 に も 同 等程 度 の シ ス テ ム の 導 入 を頂 き 、 内

部 情 報 と外 部 情 報 等 の 棲 み 分 け を図 りな が ら通 信 ネ ッ トワー ク上 で の情 報 の 共 有 化 を

図 る こ とが最 も望 ま しい こ とは 明 らか で あ る。 こ の よ うな 提 案 活 動 を今 後 展 開 して い

き た い と考 え て い る が 、 そ の とき に は各 機 関 に な るべ く負 担 を か け な い 形 で提 案 す る

必 要 が あ る。

今 回 プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の構 築 に あ た っ た結 果 、 前 章 で 述 べ た よ うな様 々 な 課 題

は 残 っ た もの の 、 分 散 化 に よ る 一 つ の デ ー タ ベ ー ス サー バ と位 置 づ けれ ば 、Windows

NT環 境 で か つAccess95と い う普 及 型 デ ー タベ ー ス ソフ トを利 用 しな が ら も 、 当デ ー タ

ベ ー ス の 運 用 は 可 能 と判 断 した 。 も ち ろん イ ン ター ネ ソ トとの ゲ ー トウ ェイ と な る メ

イ ン ・サ ー バ は 、 前 記 の 課 題 に 対 処 す べ く能 力 ア ップ が 必 須 で あ ろ うが 、 こ の 結 果 今

後 の 提 案 活 動 を進 め る 上 で 、 以 下 の 点・に つ い て 一応 の 目安 を持 つ こ とが 出 来 た 。
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① システムの構築費 ・運用費

②運用担当者 のスキル

③モデルデー タベースの視覚的提示

④既存情報の活用 と、今後の業務効率化への寄与度

(2)そ の 他 の 成 果

① 処 理 能 力 上 の 課 題 は あ る も の の 、 比 較 的 小 規 模 の デ ー タベ ー ス に つ い て は 、 イ ン

トラネ ソ トや イ ン ター ネ ッ ト上 で の 共 有 ・提 供 形 態 に つ い て 、WindowsNT+Accessが 十

分 プ ロ トタイ プ と な り うる こ とが 確 認 で き た 。 この こ と は、 これ ま で個 人 ベ ー スや 中

小 の 企 業 、 機 関 が 蓄 積 して き た 如 何 な る 情 報 ベ ー ス で も、 急 速 に 拡 大す るイ ン ター ネ

ッ ト市 場 で の情 報 発 信 が 可 能 で あ る こ と を示 して お り、 情 報 公 開 の飛 躍 的 な促 進 や 情

報 化 の 推進 が期 待 され る と こ ろ で あ る。

② 当 シス テ ム は イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の情 報 公 開 技 術 を 活 用 した もの で は あ る が 、 情

報 化 が進 む 中小 企 業 内 で も、 イ ン トラネ ッ トと して 活 用 す る こ とが 可 能 で あ る。 した

が っ て昨 今 生 産 性 の 向 上 や 改 革 が 強 く求 め られ る中 小 企 業 に と っ て も、 情 報 機 器 の 導

入 に際 して そ の イ ンセ ンテ ィ ブ を確 認 す る一 つ の モ デ ル と な り得 よ う。

③ デ ー タベ ー ス シ ス テ ム とWWWサ ー バ と を連 携 させ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で 情 報 提 供 を

行 うこ とに よ り、 ク ラ イ ア ン ト側 の 制 約 を大 幅 に 軽 減 す る こ とが 可 能 とな る。 ま た 、

そ の マ ル チ プ ラ ッ トフ ォ ー ム環 境 に よ り、 ユ ー ザ ー 側 の 検 索 結 果 の 活 用 の機 会 を大 幅

に向 上 させ る こ と が 可 能 で あ る。 た だ し この 点 に つ い て は 、 情 報 資 産 の所 有 権 に 対 す

る今 後 の課 題 と も な り うる と こ ろ で あ る。

④ ま たWWW-DBの 連 携 に よ り、 ク ライ ア ン ト側 で 必 要 と され る ソ フ トはWebブ ラ ウザ の

み とな る。Webブ ラ ウザ は各 社 製 品 と も基 本 的 な機 能 や 使 用 方 法 に つ い て は他 の ソフ ト

に 比 べ 統 一 性 が あ り、 ユ ー ザ ー の リテ ラ シー に よ らな い 検 索 環 境 を提 供 す る こ とが 可

能 で あ る。

⑤ 従 来 、 デ ー タベ ー ス構 築 に あ た っ て ユ ー ザ ー の使 用 環 境 を 高 め るた め にGUI(Gra-

phicalUserInterface)環 境 を 充 実 させ よ う とす る と相 当 の プ ロ グ ラ ミ ン グ能 力 と手

間 が 必要 で あ っ た が 、Webペ ー ジ 上 で 検 索 画 面 を提 供 す る こ とに よ り、 プル ダ ウ ン メ ニ

ュー の提 供 な ど も 非 常 に簡 単 に 可 能 とな る。 デ ー タ ベ ー ス 検 索 シ ス テ ム で よ く問 題 に

な るキー ワー ド ・イ ンデ ック ス の 付 与 で あ る が 、 一 定 の も の に つ い て は あ らか じめ検

索 条 件 の メ ニ ュー を 提 供 す る こ とに よ り、 ヒ ッ ト率 や 検 索 効 率 を 高 め る こ とが 可 能 と

な る。
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7.2予 想 され る 効 果

(1)起 業化 の促 進 と関連支援機 関の事業展開の効率化

当データベースの構築を通 じ、起業家層の底辺を拡げ、また併せて創業間 もないベ

ンチャー企業や 中小企業に新規事業展開を図 るに必要な"人 の情報"や 資金 面 及び そ

の他 の支援 情報 を提供す ることで、わが国にお ける新規事業創出の促進を図る。 また

起業家および新規分野への進出を 目指す中小企業にとっては、情報武装による経営資

源の高度化、異分野交流や産学官交流を通 じての技術力の向上等 の一助 ともな り得 よ

う。

地方 自治体をは じめ全国各地において取 り組 まれている新規事業創出支援策におい

て、その施策意義の明確化および施策の方向付けの提案 を行 うことにより、支援施策

の一環 としてデー タベースを利用 した支援事業への取 り組みが促進 され ることが期待

され る。公的ベ ンチャーキャピタル等に対す る疑問の声 も聞 こえているが、昨年度実

施 したアンケー ト調査によると、このような地方の支援機 関に対す る期待は大きく、

その存在価値は高い と思われる。今後は関連機関の連携 を深め、情報や ノウハ ウの共

有化を図ることが重要だと思われ る。 この支援機関側 には、 より有効な支援措置の照

会や、被支援者の発掘 に積極的に利用 してもらいたい。また、地方 自治体をはじめ全

国各地の関連支援機 関に対 して積極的な提案活動 を行 うことで、支援施策の一環 とし

てデータベースを利用 した支援事業への取 り組みが促進 され ると期待 される。

(2)デ ー タベ ー ス 構 築 の 普 及

前 節 、 そ の他 の 成 果 で も述 べ た が 、 当 プ ロ トタイ プ シ ス テ ムの 構 築 に よ り、 簡 易 的

な シ ス テ ム 上 で の 実 用 性 が 示 され た こ と に よ り、 今後 わ が 国 に お け るデ ー タベ ー ス構

築 の 普 及 や 情 報 市 場 の 拡 大 に少 し で も 寄 与 で きれ ば と期 待 して い る。

ベ ン チ ャー 起 業 家 に とっ て 望 ま しい デ ー タベ ー ス の 提 案 を通 じて 、既 存 の デ ー タベ

ー ス ・サー ビス の利 用 向 上 の た め の 方 向性 を示 唆 す る と と も に
、 現 在 各 地 に お い て 取

り組 ま れ て い る非 営 利 目的 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 共 同 化 、 標 準化 の 一 助 とな れ

ば 、 よ り一 層 の 事 業 拡 大 も期 待 され る。

ま た 将 来 的 に は 、 各 地 の 取 り組 み が 中央 組 織 とな る財 団 法 人 ベ ン チ ャ ー エ ン タ ー プ

ライ ズ セ ン ター 等 を 中 心 に ネ ッ トワー ク化 され る こ と に よ り、 双 方 向 の 交 流 が 活 発 化

し、 よ り内 容 の 充 実 した デ ー タベ ー ス が 構 築 され る こ と も期 待 され る。
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7.3今 後 の 課 題

(1)情 報収集 形 態お よび事業性 の確保

前 節 「シ ス テ ム構 成 の 実 用性 に つ い て 」 で も触 れ た とお り、今 後 の事 業 展 開 に あ た

っ て は 、全 国 の ベ ンチ ャー 支 援 機 関 との ネ ッ トワー ク化 が 不 可欠 で あ る 。 そ の よ うな

情 報 収 集 ・提 供 形 態 を確 立す る た め に は 、 特 に シ ス テ ム 内 部 を扱 う必 要 が な い よ う、

WWWク ライ ア ン ト側 か らも情 報 の 登 録 ・更 新 が 行 え るWebペ ー ジ を 今 後 整 備 して い く必

要 が あ ろ う。

こ の よ うな 事 業 形 態 と して は 、NTTビ ジ ュ アル 通 信 が 始 め た観 光 情 報 の 自動 登 録

で 始 ま っ て い る。 これ は 同 社 が 提 供 して い る 宿 泊 施 設 情 報 ・予 約 サ ー ビ ス 「ロテ ル 」

の 新 規 メニ ュ ー と して 提 供 され る もの で 、 利 用 者 とな る各 地 の観 光 協 会 な どが イ ン タ

ー ネ ッ トや 一 般 の 電 話 回 線 のパ ソ コ ン通 信 を 通 じて 管 理 セ ン ター に ア ク セ ス し、 一 定

の フ ォー マ ッ トで 情 報 を入 力 す れ ば 、 そ の 段 階 で ホー ムペ ー ジ の 内 容 を リアル タイ ム

で 更 新 で き る もの で あ る。 ホー ム ペ ー ジ の 情 報 内 容 は 、 観 光 情 報 を は じめ7種 類 用 意

され て い る が 、 ス キー 場 の 積 雪 情 報 な ど、 情 報 の新 規 性 を確 保 す る必 要 が 高 い も の ほ

ど適 してい よ う。 事 業 形 態 と して は 、 各 観 光 協 会 の情 報 発 信 の必 要 性 を 考 慮 し、 情 報

発 信 者 か らそ れ ぞ れ3千 円 程 度 の 定 額 料 金 で 運 営 され る。

当事 業 で 想 定 し てい るベ ンチ ャ ー 支 援 機 関 も、 普 及 啓 蒙 活 動 の 一 環 と して情 報 発 信

の 必 要 性 が 高 い 団 体 で あ り、 この よ うな ス キ ー ム が成 り立 つ 素 地 は 十 分 に存 在 す る と

考 え て い る。

当初 想 定 した 関 連機 関 は50団 体 程 度 で 、 そ の 他 ベ ンチ ャー ビジ ネ ス へ の支 援 意 向 の

高 い 民 間 企 業 等 も含 め 、 会 員 制 度 に よ る 事 業 運 営 を 目指 して い き た い 。 考 え得 る会 員

営 業 先 と して 、 個 人 以 外 に 下 記 の 諸 団 体 が 挙 げ られ る。

①VB企 業(情 報提 供者 であ りかつ利 用者)

一定 の公 的機 関か らVB支 援 を受 け、イ ンセ ンテ ィブ を付 与された企業

(年間200社 以上)

②全国支援機 関(情 報提供者 であ りかつ利 用者)

各省庁 ・行政機 関(通 産省 、中小 企業 庁 、その他)

地方公 共団体(47都 道府 県 、そ の他 市町村 相 当数)

政府 系金融機 関(6中 央団 体、 そ の他 支店相 当数)

・日本開発銀 行

・中小企 業金 融公 庫

・国民金融公庫

・商工組合中央公庫
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・環 境 衛 生金 融 公 庫

・社 団 法 人 全 国 信 用 保 証 協 会 連 合 会

特 殊 法 人(5中 央 団 体 、 そ の 他 支 部 相 当数)

・中小 企 業 投 資 育 成 株 式 会 社(東 京
、名 古 屋 、 大 阪)

・新 エ ネ ル ギ ー ・産 業 技 術 総 合 開 発 機 構(NEDO)

・情 報 処 理 振 興 事 業 協 会

・基 盤 技 術 研 究促 進 セ ン タ ー

・産 業 基 盤 整 備 基 金

関 係 団 体(4中 央 団 体 、 そ の 他 支 部 相 当数)

・日本 商 工会 議 所

・全 国 商 工 会 連 合 会

・全 国 中 小 企 業 団 体 中 央 会

・財 団 法 人 全 国 中小 企 業 設 備 貸 与機 関 協 会

関 係 機 関(10団 体)

・財 団 法 人 九 州 ・山 口地 域 企 業 育 成 基 金(キ ュ ー テ ック)

・財 団 法 人 京 都 産 業 技 術 振 興 財 団

・財 団 法 人 札 幌 銀 行 中 小 企 業 新 技 術 研 究 助成 基 金

・財 団 法 人 三 和 ベ ンチ ャー 育 成 基 金

・新 規 事 業 投 資 育 成 株 式 会 社

・財 団 法 人 た く ぎ ん フ ロ ン テ ィ ア基 金

・財 団 法 人 中 小 企 業 ベ ンチ ャ ー 振 興 基 金

・財 団 法 人 日本 テ ク ノマ ー ト

・社 団 法 人 ニ ュー ビジネ ス 協 議 会

・財 団 法 人 ベ ンチ ャ ー エ ン ター プ ライ ズ セ ン タ ー(VEC)

都 道 府 県 ベ ンチ ャ ー 財 団 等(将 来 的 に47団 体相 当)

・財 団 法 人 石 川 県 創 造 的 企 業 支 援 財 団(石 川 県)

・財 団 法 人 大 阪 府 研 究 開発 型 企 業 振 興財 団(FORECS)(大 阪 府)

・財 団 法 人 熊 本 県 起 業 化 支 援 財 団(熊 本 県)

・そ の 他 各 都 道 府 県
、 市 町 村 単位

そ の 他 支 援 機 関

(通 産 省 「新 規 事 業 支 援 施 策 利 用 ハ ン ドブ ック 」 の 掲 載 数 だ け で55団 体)

・東 北 ベ ンチ ャ ー ラ ン ド協 議 会

・etc

③ ベ ン チ ャー キ ャ ピ タル(121社)

④ 民 間 金 融機 関(相 当数)
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⑤ 民 間 関 連 ビジネ ス 企 業(相 当 数)

・法 律 事 務 所

・公 認 会 計 士 ・税 理 士 事 務 所

・広 告 ・出 版 ・印刷 ・デ ザ イ ン ・放 送

・リー ス 会 社

・情 報 サ ー ビス 会 社

⑥ そ の 他

起 業 化 を考 え る個 人 、 プ レ ス 関係 機 関等

(2)セ キ ュ リテ ィ の 確 保

今 回構 築 した プ ロ トタイ プ シ ス テ ム で は 、 デ ー タ ベ ー ス サ ー バ とWWWサ ー バ とを 一 台

のマ シ ン上 で 構 築 した 。 これ は シ ス テ ム の簡 易 性 を 高 め るた め で あ る が 、 外 部 か ら の

ア ク セ ス に 対 し て は 、WindowsNTの セ キ ュ リテ ィ機 能 とAccess95お よ びIISの セ キ ュ リ

テ ィ機 能 に 頼 る こ と と な る。

今 後 連 携 機 関 の運 用 に際 し、 よ り内 部 資料 的 な情 報 も同 時 に蓄 積 され た デ ー タ ベ ー

ス とWWWサ ー バ との連 携 を 図 る場 合 に は 、公 開 す べ き で な い 情 報 の 守 秘 性 が完 全 に 守 ら

れ る 必 要 が あ る ほ か 、 デ ー タベ ー ス そ の もの の 保 守 性 も課 題 に な る。

将 来 的 に は 各 ソフ トベ ー ス で の セ キ ュ リテ ィ機 能 も 向 上 して い こ うが 、 望 ま し く は

サ ー バ を 分 離 し、 フ ァイ ア ウォー ル の 設 置 に よ る セ キ ュ リテ ィの 向 上 を図 るべ き で あ

ろ う。
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